
傅
斯
年
図
書
館
所
蔵
﹃
水
経
注
疏
﹄
関
係
の
檔
案

池

田

雄

一
・
多

田

狷

介

石

黒

ひ
さ
子
・
山

元

貴

尚

二
〇
〇
九
年
三
月
一
一
日
に
訪
問
し
た
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
附
設
傅
斯
年
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
﹃
水
経
注
疏
﹄
関
係
の
檔
案

を
︑
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
の
高
配
を
得
て
紹
介
す
る
︒
檔
案
の
紹
介
は
︑
傅
斯
年
図
書
館
を
訪
問
し
た
︑
研
究
員
の
池
田
雄
一
・

多
田
狷
介
︑
研
究
協
力
者
の
石
黒
ひ
さ
子
・
山
元
貴
尚
が
担
当
し
た
︒
檔
案
調
査
の
詳
細
は
︑
本
書
所
収
の
別
稿
﹁
﹃
水
経
注
疏
﹄
関
係
檔

案
と
同
書
稿
本
﹂
︵
池
田
雄
一
︶
に
記
し
た
︒

﹇
凡
例
﹈

檔
案
は
︑︻
傅
斯
年
図
書
館
整
理
番
号
︵
附
︑︿

﹀
で
巻
頭
﹁
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
傅
斯
年
図
書
館
所
蔵
﹃
水
経
注
疏
﹄

1
関
係
檔
案
﹂
の
図
版
番
号
︶
︼
・
︻
原
文
︵
附
︑
檔
案
の
形
状
︶
︼
・
︻
注
︼
・
︻
日
本
語
訳
︼
・
︻
解
説
︼
の
順
で
紹
介
す
る
︒

檔
案
の
︻
原
文
︼
は
︑
檔
案
に
使
用
さ
れ
て
い
る
字
形
を
尊
重
し
た
︒

2

傅
斯
年
図
書
館
所
蔵
﹃
水
経
注
疏
﹄
関
係
の
檔
案
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檔
案
Ⅰ

︵
石
黒
ひ
さ
子
︶

︻
傅
斯
年
図
書
館
整
理
番
号
︼
Ⅰ
︱
一
〇
六
︿
檔
案
図
版
①
﹀
・
Ⅰ
︱
七
四
五
︿
檔
案
図
版
②
﹀
・
Ⅰ
︱
七
四
八
︿
檔
案
図
版
③
﹀

︻
原
文
︼︵
形
状
↓
Ⅰ
︱
一
〇
六
・
Ⅰ
︱
七
四
五
は
ど
ち
ら
も
国
立
中
央
研
究
院
語
言
研
究
所
の
用
箋
に
ペ
ン
書
き
さ
れ
た
も
の
だ
が
︑
筆
跡
は
異
な
る
︒
用

箋
は
一
頁
一
〇
行
︑
二
頁
一
葉
で
そ
れ
ぞ
れ
全
三
葉
︒
Ⅰ
︱
七
四
八
は
無
地
の
用
箋
に
書
か
れ
た
も
の
で
︑
綴
じ
穴
の
跡
が
確
認
で
き
る
︒
全
二
葉
︒
Ⅰ
︱

一
〇
六
を
底
本
と
す
る
︒
︶

抄
印
行
楊
守
敬
水
經
注
疏
案

立
夫
先
生
部
長
︵

︶

道
鍳
︰
前
談
楊
守
敬
熊
會
貞
兩
氏
水
經
注
稿
一
事
︐

曾
以
懸

1

擬
辦
法
就
商
︐

荷
承

贊
許
︐

無
任
欽
佩
︒
此
書
在
中
國
﹁
歷
史
的
地
理
學
﹂

中
爲
第
一
偉
箸
︐

積
二
君
�
身
之
力
︐

三
四
十
年
之
功
︐

始
能
殺
青
︐

今
時
局

緊
張
︵

︶

︐

保
存
費
事
︐

如
以
刊
印
之
法
代
保
存
︐

更
乞
以
嘉
惠
士
林
︒
適
王
雲

2

五
︵

︶

先
生
來
漢
︵

︶
弟

等
就
商
︐

援
﹁
居
延
漢
簡
﹂
︵

︶

例
︐

由
中
英
國
庚
款
會
︵

︶

資
助
印
行
數

3

4

5

6

百
部
︰
承
其
贊
許
︐

殊
堪
欣
幸
︒
惟
楊
氏
後
人
保
存
有
功
︐

似
宜
加
之
表
彰

︐

而
其
數
房
︵

︶

共
有
之
物
︐

守
之
多
年
︐

如
不
酌
予
奬
金
︐

亦
殊
不
易
就
緖
︐

故

7

前
者
︵

︶

面
陳
奬
彼
族
三
千
元
︵

︶

︐

由

大
部
任
其
二
︐

敝
院
任
其
一
︐

荷
承

惠
允
︐

8

9

並
囑
速
辦
︐

茲
擬
具
辦
法
六
條
︐

乞
加
斟
酌
︐

如
承
同
意
︐

乞
將
貴
部
奬

水
経
注
疏
訳
注
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水
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金
發
給
︐

並
將

貴
部
咨
湖
北
省
政
府
︵

︶

案
通
知
結
束
︐

此
稿
即
當
由
管
理

10

中
英
庚
款
會
收
下
速
用
航
郵
寄
至
香
港
商
務
印
書
館
︒
斯
年
二
十
四
日

西
行
︵

︶

︐

如
荷
早
日
辦
就
尤
感
︒
專
此
敬
頌

11

政
綏
︵

︶
12

弟

朱
家
驊
︵

︶
13

傅
斯
年

敬
啓

二
十
七
年
七
月
二
十
一
日

一
．

宜
都
楊
守
敬
先
生
遺
書
︐

其
弟
子
熊
會
貞
先
生
所
補
成
之
水
經
注
疏
稿
︐

全
書
約
五
千
頁
︐

一
百
五
十
萬
字
︐

茲
由
楊
氏
後
裔
託
交
管
理
中
英
庚
款
董

事
會
設
法
付
印
︐

以
流
傳
爲
保
管
之
法
︒

二
．

敎
育
部
及
中
央
研
究
院
爲
楊
氏
後
人
保
存
之
功
及
此
次
允
許
付
印
以
便
學

人
之
意
︐

共
付
楊
氏
後
人
奬
金
參
千
元
︐

内
由
敎
育
部
担
任
弐
仟
元
︐

中

央
研
究
院
担
任
壹
千
元
︐

一
次
付
給
︐

以
昭
激
勸
︒

三
．

管
理
中
英
庚
款
會
將
上
列
之
書
委
託
商
務
印
書
館
印
三
百
部
至
五

百
部
︐

由
管
理
中
英
庚
款
會
預
定
五
分
之
三
︐

幷
于
雙
方
同
意
決
定
後

酌
量
預
付
書
價
︐

以
利
印
刊
︒

傅
斯
年
図
書
館
所
蔵
﹃
水
経
注
疏
﹄
関
係
の
檔
案
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四
．

管
理
中
英
庚
款
董
事
會
訂
購
之
書
︐

專
爲
分
送
國
内
外
學
術
機
關
︐

並
以
三
十
部
分
送
楊
氏
後
裔
︒

五
．

此
書
版
權
仍
爲
楊
氏
所
有
︐

此
次
付
印
之
數
︐

依
版
權
法
︵

︶

他
人
不
得
翻
印

14

︐

此
次
所
印
之
書
售
完
後
︐

其
刊
印
流
行
方
法
︐

另
由
楊
氏
決
定
︒

六
．

此
書
之
原
稿
由
商
務
印
書
館
委
人
清
抄
︐

並
自
行
担
任
抄
校
費
用
︒
印
時

以
抄
稿
付
印
工
︐

以
原
稿
核
校
︐

印
畢
後
︐

原
稿
仍
交
還
楊
氏
︒

︵
註
︶
回
信
在
朱
先
生
處

廿
七
年
八
月
二
十
四
日
本
院
函
敎
育
部
請
撥
還
代
墊
楊
氏
奬
金
弐
千
元

去
後
︐

九
月
五
日
敎
育
部
函
復

案
准
貴
院
二
七
字
第
○
八
四
・
一
號
函
︐

以
楊
守
敬
熊
會
︵

︶

兩
氏
水
經
注
疏

15

奬
金
參
千
元
︐

業
經
照
給
︐

本
部
應
給
之
兩
千
元
囑
即
撥
付
歸
墊
等
由
︵

︶

︒
幷

16

附
楊
勉
之
︵

︶

兩
千
元
收
據
一
紙
︐

准
此
︐

自
應
照
付
︒
此
後
該
書
抄
印
情
形
︐

仍

17

希

貴
院
隨
時
函
部
備
査
︐

至
抄
印
後
發
還
原
稿
一
節
︐

應
俟
戰
事
結
束
後

再
行
辦
理
︐

免
生
流
弊
︐

併
請
轉
商
管
理
中
英
庚
款
會
酌
核
︵

︶

︒
除
函
湖
北
省

18

水
経
注
疏
訳
注

渭
水
篇
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政
府
査
明
外
︐

相
應
撥
還
法
幣
兩
千
元
︐

後
請
査
照
派
員
來
部
領
取
爲
荷
︒

此
致

國
立
中
央
研
究
院

十
一
月
五
日
管
理
中
英
庚
款
董
事
會
函
復
︐

後
開
︰
査
楊
熊
兩
氏
所
編

水
經
注
疏
︐

精
湛
宏
博
︐

海
内
共
知
︐

此
次
將
遺
稿
託
歐
亞
公
司
︵

︶

運
港
交
由

19

商
務
印
書
館
出
版
印
行
︐

本
會
聞
悉
之
餘
︐

良
深
忻
忭
︐

至
抄
印
後
發
還

原
稿
俟
戰
事
結
束
再
行
辦
理
一
節
︐

亦
甚
妥
善
︒
相
應
函
達
︐

即
希
査
照

爲
荷
︒
此
致

國
立
中
央
研
究
院
總
辦
事
處

管
理
中
英
庚
款
董
事
會
啓

廿
七
年
十
一
月
五
日

︻
注
︼

︵

︶
陳
立
夫
：
一
九
〇
〇
～
二
〇
〇
一
年
︒
立
夫
は
字
︒
本
名
は
祖
燕
︒
中
国
国
民
党
の
政
治
家
︒
日
中
戦
争
開
始
後
︑
一
九
三
七
年
に

1
抗
戦
最
高
統
帥
部
第
六
部
長
に
就
任
︑
一
九
三
八
年
一
月
か
ら
教
育
部
長
を
兼
任
︒
こ
こ
の
部
長
と
は
教
育
部
部
長
を
指
す
︒
教
育
部

傅
斯
年
図
書
館
所
蔵
﹃
水
経
注
疏
﹄
関
係
の
檔
案
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多
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石
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は
学
術
・
文
化
・
教
育
の
行
政
事
務
に
責
任
を
負
う
国
民
政
府
の
最
高
機
関
︒
現
代
日
本
の
文
部
科
学
省
に
相
当
す
る
︒

︵

︶
時
局
緊
張
：
一
九
三
七
年
七
月
の
盧
溝
橋
事
件
の
後
︑
八
月
に
日
本
軍
は
上
海
へ
上
陸
し
︑
一
二
月
一
三
日
に
南
京
が
陥
落
す
る
︒

2
国
民
政
府
は
こ
れ
に
先
立
つ
一
一
月
一
六
日
に
重
慶
へ
の
遷
都
を
宣
言
し
た
︒
実
際
に
は
多
く
の
政
府
機
関
が
ま
ず
武
漢
に
避
難
す
る
︒

翌
三
八
年
八
月
に
日
本
軍
は
武
漢
作
戦
を
開
始
︑
八
月
に
漢
口
駐
在
の
国
民
政
府
各
行
政
機
関
は
重
慶
へ
遷
り
︑
一
〇
月
に
は
武
漢
が
陥

落
し
て
い
る
︒
こ
の
手
紙
が
書
か
れ
た
一
九
三
八
年
七
月
後
半
は
日
本
軍
に
よ
る
武
漢
作
戦
の
直
前
で
あ
り
︑
各
行
政
機
関
は
武
漢
か

ら
重
慶
へ
の
移
転
を
急
い
で
い
た
︒

︵

︶
王
雲
五
：
一
九
八
八
～
一
九
七
九
年
︒
雲
五
は
字
︒
本
名
は
之
瑞
︒
一
九
二
一
年
よ
り
上
海
商
務
印
書
館
編
訳
所
所
長
︑
一
九
三
〇

3
年
か
ら
は
総
経
理
を
務
め
る
︵
四
五
年
四
月
ま
で
︶
︒
台
湾
に
移
っ
た
あ
と
一
九
六
四
年
か
ら
死
去
す
る
ま
で
台
湾
商
務
印
書
館
董
事
長
を

勤
め
た
︒
国
民
政
府
参
政
員
と
し
て
政
治
的
に
も
活
躍
し
て
い
る
︒

︵

︶
來
漢
：
武
漢
へ
来
た
こ
と
を
指
す
︒

4
︵

︶
居
延
漢
簡
：
労
榦
著
﹃
居
延
漢
簡
考
釈
﹄
︵
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
専
刊
之
二
一
︑
釈
文
編
一
九
四
三
年
刊
・
考
証
編
一
九
四
四
年
刊
︶

5
の
自
序
に
管
理
中
英
庚
款
基
金
会
董
事
会
の
資
助
を
受
け
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
︒

︵

︶
管
理
中
英
庚
款
董
事
会
：
中
英
庚
款
董
事
会
と
も
︒
庚
款
と
は
清
の
光
緒
二
六
︵
一
九
○
○
︶
年
庚
子
の
年
の
義
和
団
事
変
の
賠
償
金
︒

6
第
一
次
大
戦
後
︑
一
九
二
二
年
一
二
月
︑
英
国
政
府
は
︑
以
後
中
国
が
支
払
う
べ
き
賠
償
金
の
全
額
を
中
国
に
返
却
す
る
と
宣
言
︒
た
だ

し
︑
返
却
し
た
金
は
中
英
両
国
の
相
互
の
利
益
に
役
立
て
る
と
の
条
件
を
付
し
た
︒
交
渉
の
末
︑
基
金
の
運
用
の
た
め
に
︑
一
九
三
一
年

水
経
注
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訳
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渭
水
篇
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四
月
に
︑
南
京
に
︵
管
理
︶
中
英
庚
款
董
事
会
︑
ロ
ン
ド
ン
に
購
料
委
員
会
が
設
立
さ
れ
た
︒
一
九
四
三
年
以
降
は
平
等
条
約
が
成
立
し

た
こ
と
に
よ
り
︑
中
英
文
教
基
金
董
事
会
と
名
称
を
改
め
る
︒
一
九
三
四
年
よ
り
董
事
長
は
朱
家
驊
︒

︵

︶
其
數
房
：
楊
守
敬
に
は
三
男
が
あ
り
︑
孫
も
多
数
い
る
︒
遺
稿
は
楊
家
の
複
数
の
家
族
に
よ
っ
て
共
同
管
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示

7
す
︒
熊
家
の
名
が
な
い
こ
と
か
ら
︑
原
稿
は
楊
家
の
管
理
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

︵

︶
前
者
：
尺
牘
用
語
︒
前
日
︑
先
般
︑
過
日
な
ど
の
意
味
︒

8
︵

︶
三
千
元
：
報
奨
金
を
楊
家
に
与
え
た
こ
と
は
︑
続
く
文
書
や
契
約
書
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
︒
ま
た
王
永
瑞
に
よ
る
楊
世
漢
︵
楊
勉
之

9の
息
子
︶
か
ら
の
聞
き
取
り
で
は
︑
一
九
三
八
年
に
﹃
水
経
注
疏
﹄
稿
を
傅
斯
年
に
渡
し
た
際
︑
奨
学
金
と
し
て
三
千
元
が
楊
家
に
給
付

さ
れ
た
︑
と
い
い
︑
金
額
も
一
致
す
る
︵
﹃
楊
守
敬
集
﹄
第
一
三
冊
集
末
附
記
︑
湖
北
人
民
出
版
社
︑
一
九
八
八
︶
︒

︵

︶
湖
北
省
政
府
：
こ
の
原
稿
受
け
渡
し
と
湖
北
省
政
府
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
︑
王
永
瑞
に
よ
る
楊
世
漢
か
ら
の
聞
き
取
り
に
︑
楊

10
守
敬
が
﹃
水
経
注
疏
﹄
執
筆
に
用
い
た
参
考
書
十
二
箱
は
日
本
軍
に
よ
る
武
漢
陥
落
直
前
に
湖
北
省
政
府
教
育
庁
が
管
理
の
名
目
で
楊
家

か
ら
運
び
出
し
た
︵
﹃
楊
守
敬
集
﹄
第
一
三
冊
集
末
附
記
︶
と
あ
り
︑
楊
守
敬
の
原
稿
・
書
籍
の
保
存
に
か
か
わ
る
案
が
教
育
部
と
湖
北
省
政

府
の
間
に
先
に
存
在
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
︒

︵

︶
西
行
：
一
九
三
八
年
二
月
に
歴
史
語
言
研
究
所
は
昆
明
へ
の
移
転
が
決
定
し
て
お
り
︑
傅
斯
年
は
一
九
三
八
年
秋
に
家
族
と
と
も
に

11
昆
明
に
遷
っ
て
い
る
︒
こ
の
﹁
西
行
﹂
は
昆
明
へ
む
け
出
発
予
定
で
あ
る
こ
と
を
指
す
の
で
は
な
い
か
︒

︵

︶
政
綏
：
尺
牘
用
語
︒
官
職
に
つ
い
て
い
る
者
同
士
で
の
や
り
と
り
の
末
尾
に
付
す
挨
拶
語
︒

12

傅
斯
年
図
書
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所
蔵
﹃
水
経
注
疏
﹄
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︵

︶
朱
家
驊
：
一
八
九
三
～
一
九
六
三
年
︒
字
は
騮
先
︒
ド
イ
ツ
で
地
質
学
を
学
ぶ
︒
浙
江
省
呉
興
︵
湖
州
︶
出
身
で
陳
立
夫
と
は
同
郷
︒

13
一
九
三
二
年
か
ら
翌
年
ま
で
教
育
部
長
︑
陳
立
夫
の
後
任
と
し
て
一
九
四
四
年
か
ら
四
八
年
に
も
再
度
就
任
し
て
い
る
︒
管
理
中
英
庚

款
基
金
会
董
事
長
を
一
九
三
四
年
よ
り
担
任
︒
一
九
四
〇
年
か
ら
は
蔡
元
培
の
後
任
と
し
て
中
央
研
究
院
代
理
院
長
を
一
九
五
七
年
ま

で
務
め
て
い
る
︒

︵

︶
版
權
法
：
一
九
二
八
年
成
立
の
中
華
民
国
著
作
権
法
を
指
す
と
思
わ
れ
る
︒

14
︵

︶
底
本
で
は
熊
会
貞
の
貞
の
字
が
欠
落
し
て
い
る
︒

15
︵

︶
等
由
：
公
文
用
語
︒
上
級
官
庁
あ
て
の
公
文
に
お
い
て
︑
続
く
﹁
准
此
﹂
と
呼
応
す
る
︒
﹁
～
と
あ
り
ま
し
た
の
で
︑
そ
れ
で
…
と
し

16
た
﹂
と
い
う
場
合
に
用
い
る
︒

︵

︶
楊
勉
之
：
楊
守
敬
の
長
男
楊
必
鈞
の
次
男
︒
名
は
先
楙
︒

17
︵

︶
Ⅰ
︱
七
四
八
は
﹁
核
酌
﹂
と
す
る
︒

18
︵

︶
欧
亜
公
司
：
独
ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
航
空
と
中
華
民
国
政
府
の
合
資
に
よ
り
一
九
三
一
年
に
設
立
さ
れ
た
民
間
航
空
会
社
欧
亜
航
空
公
司

19
を
指
す
と
思
わ
れ
る
︒
一
九
四
一
年
に
国
有
化
さ
れ
一
九
四
三
年
に
中
央
航
空
運
輸
公
司
に
改
編
さ
れ
た
︒

水
経
注
疏
訳
注

渭
水
篇
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︻
日
本
語
訳
︼

部
長
陳
立
夫
先
生
御
高
覧

以
前
お
話
し
ま
し
た
楊
守
敬
・
熊
会
貞
両
氏
に
よ
る
水
経
注
原
稿
の
件
に
つ
き
︑
仮
の
案
と
し
て
ご
相
談
し
た
も
の
を
お
認
め
く
だ
さ
り

感
服
に
堪
え
ま
せ
ん
︒
こ
れ
は
中
国
の
﹁
歴
史
的
地
理
学
﹂
に
お
い
て
第
一
の
著
作
で
あ
り
︑
著
者
二
君
が
半
生
の
力
を
か
け
︑
三
︑
四
十

年
の
努
力
の
結
晶
と
し
て
よ
う
や
く
脱
稿
し
た
も
の
で
す
が
︑
現
在
︑
時
局
緊
張
下
に
お
い
て
原
稿
の
保
存
は
難
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
︒

印
刷
刊
行
を
も
っ
て
保
存
を
図
る
こ
と
は
︑
読
書
人
の
望
む
と
こ
ろ
と
も
な
り
ま
し
ょ
う
︒
折
良
く
王
雲
五
先
生
が
武
漢
に
お
見
え
に
な

り
私
︵
朱
家
驊
︶
が
ご
相
談
し
た
と
こ
ろ
︑﹃
居
延
漢
簡
﹄
の
や
り
方
を
援
用
す
る
︑
つ
ま
り
管
理
中
英
庚
款
会
の
資
金
援
助
で
数
百
部
印
刷

刊
行
す
る
︑
と
い
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
︒
こ
れ
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
の
至
り
と
存
じ
ま
す
︒
ま
た
思
い
ま
す
に
︑
楊
氏
後
代
は

こ
の
原
稿
の
保
存
の
功
績
者
で
あ
り
︑
こ
れ
に
表
彰
を
与
え
る
べ
き
と
も
存
じ
ま
す
︒
原
稿
は
い
く
つ
か
の
家
族
で
共
有
す
る
も
の
で
も

あ
り
ま
す
の
で
︑
金
銭
に
よ
る
報
奨
の
斟
酌
が
な
け
れ
ば
目
鼻
を
つ
け
る
の
も
困
難
と
思
わ
れ
ま
す
︒
先
日
直
接
お
話
し
ま
し
た
よ
う
に
︑

楊
家
へ
の
報
奨
金
を
三
千
元
と
し
︑
そ
の
三
分
の
二
を
貴
教
育
部
に
ご
負
担
い
た
だ
き
︑
三
分
の
一
を
我
が
中
央
研
究
院
が
負
担
す
る
と
い

う
こ
と
で
ご
了
承
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
︒
迅
速
に
ご
検
討
い
た
だ
く
た
め
︑
こ
の
処
置
の
た
め
の
案
六
則
を
添
付
い
た
し
ま
す
︒
斟

酌
い
た
だ
き
︑
御
同
意
く
だ
さ
る
の
で
あ
れ
ば
︑
貴
教
育
部
か
ら
の
報
奨
金
発
給
を
お
願
い
致
し
ま
す
︒
ま
た
︑
貴
教
育
部
が
湖
北
省
政
府

に
示
さ
れ
た
案
に
つ
い
て
も
終
了
し
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
︒
原
稿
は
管
理
中
英
庚
款
会
が
受
け
取
り
︑
航
空
便
に
て
早
急
に
香

港
商
務
印
書
館
へ
郵
送
い
た
し
ま
す
︒
斯
年
は
二
十
四
日
よ
り
西
方
へ
向
か
い
ま
す
の
で
︑
急
ぎ
ご
処
置
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
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願
い
申
し
上
げ
ま
す
︒
こ
れ
に
て
失
礼
申
し
上
げ
ま
す
︒

政
綏

弟

朱
家
驊

傅
斯
年

敬
啓

二
十
七
︵
一
九
三
八
︶
年
七
月
二
十
一
日

一
．

宜
都
楊
守
敬
先
生
の
遺
著
で
あ
り
︑
そ
の
弟
子
熊
会
貞
先
生
の
補
に
よ
っ
て
完
成
し
た
水
経
注
疏
稿
全
書
約
五
千
頁
︑
一
百
五
十
万

字
︑
こ
れ
を
楊
氏
後
代
よ
り
管
理
中
英
庚
款
董
事
会
に
印
刷
出
版
を
依
頼
し
︑
広
く
流
通
さ
せ
る
こ
と
で
原
稿
の
保
管
を
図
る
︒

二
．

教
育
部
と
中
央
研
究
院
は
楊
氏
後
代
の
原
稿
保
存
の
功
績
及
び
今
回
学
問
上
の
便
宜
の
為
印
刷
出
版
を
応
諾
し
た
こ
と
に
よ
り
︑
双

方
併
せ
て
報
奨
金
三
千
元
を
楊
氏
後
代
に
支
払
う
︒
そ
の
う
ち
教
育
部
は
二
千
元
を
負
担
し
︑
中
央
研
究
院
は
一
千
元
を
負
担
す
る
︒
支

給
は
一
回
払
い
と
し
︑
楊
家
へ
の
激
励
を
表
す
も
の
と
す
る
︒

三
．

管
理
中
英
庚
款
会
は
上
記
の
書
物
に
つ
き
︑
商
務
印
書
館
に
三
百
部
か
ら
五
百
部
の
印
刷
を
委
託
し
︑
管
理
中
英
庚
款
会
が
そ
の
発

行
部
数
の
五
分
の
三
を
予
約
す
る
︒
管
理
中
英
庚
款
会
と
商
務
印
書
館
双
方
の
承
認
が
決
定
し
た
後
に
︑
書
物
の
購
入
価
格
の
前
払
い
を

酌
量
し
︑
印
刷
出
版
に
役
立
て
る
︒

四
．

管
理
中
英
庚
款
董
事
会
が
購
入
す
る
分
は
専
ら
国
内
外
学
術
機
関
へ
の
寄
贈
分
と
し
︑
加
え
て
三
十
部
を
楊
氏
後
代
へ
寄
贈
す
る
︒

五
．

こ
の
書
物
の
版
権
は
楊
氏
が
所
有
し
︑
今
回
印
刷
出
版
す
る
も
の
は
版
権
法
に
基
づ
く
も
の
で
︑
他
の
者
は
翻
印
し
て
は
な
ら
な
い
︒

今
回
印
刷
し
た
も
の
が
売
り
切
れ
た
後
︑
次
の
印
刷
流
通
の
方
法
は
別
に
楊
氏
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
︒
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六
．

こ
の
書
物
の
原
稿
は
商
務
印
書
館
に
よ
っ
て
清
書
を
委
託
し
︑
そ
の
清
書
及
び
校
正
の
費
用
を
商
務
印
書
館
は
自
ら
負
担
す
る
︒
印

刷
時
に
は
清
書
稿
を
印
刷
す
る
も
の
と
し
︑
原
稿
に
よ
っ
て
校
正
す
る
︒
印
刷
が
終
了
し
た
後
︑
原
稿
は
楊
氏
へ
返
還
す
る
︒

︵
註
︶
こ
の
信
書
の
返
信
は
朱
先
生
の
所
に
在
り

二
十
七
︵
一
九
三
八
︶
年
八
月
二
十
四
日

本
院
よ
り
教
育
部
へ
楊
氏
報
奨
金
二
千
元
の
立
替
金
返
還
請
求
に
つ
き
書
簡
発
信
︑
発
信

後
九
月
五
日
教
育
部
よ
り
返
信

貴
中
央
研
究
院
二
七
字
第
○
八
二
四
・
一
号
書
簡
に
つ
い
て
︑
楊
守
敬
・
熊
会
貞
両
氏
の
水
経
注
疏
へ
の
報
奨
金
三
千
元
は
す
で
に
支
給

決
定
し
て
お
り
ま
す
︒
本
来
教
育
部
が
支
払
う
べ
き
二
千
元
は
依
頼
に
よ
り
こ
れ
を
立
て
替
え
て
お
支
払
い
い
た
だ
い
た
と
の
こ
と
︑
併

せ
て
楊
勉
之
に
よ
る
二
千
元
の
領
収
書
一
枚
が
添
付
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
の
で
︑
当
然
お
支
払
い
い
た
し
ま
す
︒
今
後
当
該
書
の
清
書
印

刷
の
状
況
に
つ
き
ま
し
て
︑
貴
中
央
研
究
院
は
常
時
教
育
部
へ
書
簡
連
絡
す
る
こ
と
で
調
査
に
お
備
え
く
だ
さ
い
︒
清
書
印
刷
後
の
原
稿

返
却
の
段
に
つ
き
ま
し
て
は
戦
争
の
終
結
を
待
っ
て
処
理
す
れ
ば
︑
流
弊
か
ら
も
逃
れ
ら
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
︑
管
理
中
英
庚
款
会
と

も
相
談
の
う
え
斟
酌
下
さ
い
︒
湖
北
省
政
府
に
対
し
書
面
に
て
調
査
す
る
以
外
︑
当
然
︑
法
幣
二
千
元
は
返
し
ま
す
の
で
︑
こ
の
後
︑
教
育

部
へ
人
員
派
遣
の
う
え
領
収
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
ご
承
知
く
だ
さ
れ
ば
幸
甚
で
す
︒

国
立
中
央
研
究
院

御
中

傅
斯
年
図
書
館
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蔵
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十
一
月
五
日
管
理
中
英
庚
款
董
事
会
よ
り
の
返
信
︒
追
信
︰
楊
熊
両
氏
の
編
纂
に
よ
る
水
経
注
疏
に
つ
き
︑
そ
の
精
深
宏
博
な
る
こ
と

は
天
下
の
共
に
知
る
と
こ
ろ
で
す
︒
こ
の
度
︑
遺
稿
を
欧
亜
公
司
に
委
託
し
て
香
港
へ
輸
送
し
︑
商
務
印
書
館
よ
り
印
刷
出
版
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
︒
本
会
は
こ
れ
を
聞
き
及
び
欣
快
の
至
り
で
す
︒
ま
た
清
書
印
刷
後
の
原
稿
返
却
は
戦
争
終
結
を
待
っ
て
行
う
と
い
う
件
に

つ
き
ま
し
て
も
甚
だ
妥
当
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
︒
こ
の
段
︑
書
面
に
て
申
し
上
げ
ま
す
が
ご
承
知
く
だ
さ
れ
ば
幸
甚
で
す
︒
敬
具
︒

国
立
中
央
研
究
院
総
辦
事
処

御
中

管
理
中
英
庚
款
董
事
会
啓

廿
七
︵
一
九
三
八
︶
年
十
一
月
五
日

︻
解
説
︼

﹁
抄
印
行
楊
守
敬
水
經
注
疏
案
﹂
の
題
名
に
示
す
通
り
︑﹃
水
経
注
疏
﹄
原
稿
の
入
手
か
ら
印
刷
出
版
計
画
の
経
緯
を
示
す
書
信
三
点
を
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
︒
一
九
三
八
︵
民
国
二
七
︶
年
七
月
二
一
日
に
朱
家
驊
と
傅
斯
年
の
連
名
で
陳
立
夫
教
育
部
部
長
へ
出
さ
れ
た
書
信
︑

八
月
二
四
日
の
中
央
研
究
院
か
ら
教
育
部
へ
の
書
信
に
対
し
九
月
五
日
に
教
育
部
か
ら
中
央
研
究
院
へ
発
信
さ
れ
た
返
信
︑
一
一
月
五
日

の
管
理
中
英
庚
款
董
事
会
よ
り
中
央
研
究
院
へ
の
書
信
の
追
伸
の
三
つ
の
書
信
の
控
え
の
三
点
か
ら
な
る
︒

﹃
水
経
注
疏
﹄
の
印
刷
出
版
は
︑
教
育
部
・
管
理
中
英
庚
款
董
事
会
・
中
央
研
究
院
︵
歴
史
語
言
研
究
所
︶・
商
務
印
書
館
が
関
わ
っ
て
い
る
︒

七
月
二
一
日
の
書
信
は
︑
そ
の
計
画
が
管
理
中
英
庚
款
董
事
会
董
事
長
の
朱
家
驊
︑
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
所
長
の
傅
斯
年
︑
商
務

印
書
館
総
経
理
の
王
雲
五
︑
教
育
部
部
長
の
陳
立
夫
と
︑
ト
ッ
プ
四
人
に
よ
る
決
断
で
あ
る
こ
と
を
示
す
︒
こ
こ
で
︑
楊
家
に
は
教
育
部
か

水
経
注
疏
訳
注

渭
水
篇

下
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ら
二
千
元
︑
中
央
研
究
院
か
ら
一
千
元
の
合
計
三
千
元
の
報
奨
金
を
渡
す
︑
商
務
印
書
館
が
出
版
す
る
︑
出
版
資
金
は
管
理
中
英
庚
款
董
事

会
が
援
助
す
る
︑
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
︒
七
月
二
一
日
付
の
書
信
と
九
月
五
日
付
の
教
育
部
か
ら
の
返
信
か
ら
︑
こ
の
原
稿
を
巡
っ
て
は

教
育
部
と
湖
北
省
政
府
の
間
に
も
何
ら
か
の
動
き
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
︑
そ
れ
は
こ
の
四
人
の
即
断
の
前
に
か
き
消
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
︒

南
京
陥
落
は
一
九
三
七
年
一
二
月
で
あ
り
︑
七
月
二
一
日
の
書
信
は
武
漢
で
書
か
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
︒
日
本
軍
に
よ
る
武
漢
作

戦
︵
作
戦
発
動
は
一
九
三
八
年
八
月
︶
が
迫
り
︑
中
華
民
国
国
民
政
府
が
重
慶
へ
と
移
転
す
る
中
︑﹃
水
経
注
疏
﹄
原
稿
は
政
府
の
管
理
下
に
置

か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
︒
ま
た
日
中
戦
争
開
戦
当
時
︑
国
立
中
学
教
員
の
月
給
が
四
五
元
～
六
〇
元
︵
﹃
中
華
民
国
教
育
年
鑑
﹄
第
二
次
第
二
冊
︶

と
い
う
こ
と
か
ら
考
え
る
と
︑
楊
家
へ
の
報
奨
金
三
〇
〇
〇
元
は
当
時
と
し
て
は
相
当
な
額
と
い
え
る
︒
但
し
こ
の
後
︑
イ
ン
フ
レ
が
急
激

に
悪
化
し
︑
檔
案
Ⅳ
の
一
九
四
〇
︵
民
国
二
九
︶
年
の
契
約
で
は
﹃
水
経
注
疏
﹄
一
セ
ッ
ト
の
暫
定
価
格
が
九
〇
元
と
な
っ
て
い
る
︒

九
月
五
日
付
の
教
育
部
か
ら
の
返
信
と
一
一
月
五
日
付
の
管
理
中
英
庚
款
董
事
会
か
ら
の
書
信
の
追
伸
は
武
漢
作
戦
の
最
中
で
あ
り
︑

戦
時
下
を
理
由
に
︑
楊
家
へ
の
原
稿
返
却
を
戦
争
後
と
す
る
︒
ま
た
一
一
月
五
日
付
の
追
伸
か
ら
は
原
稿
は
管
理
中
英
庚
款
董
事
会
を
経

由
し
て
商
務
印
書
館
へ
渡
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
こ
の
時
点
で
の
出
版
事
業
の
主
体
は
管
理
中
英
庚
款
董
事
会
と
商
務
印
書
館
で
あ
り
︑

中
央
研
究
院
と
教
育
部
は
報
奨
金
を
提
供
す
る
立
場
だ
が
︑
九
月
五
日
付
の
教
育
部
か
ら
の
返
信
で
教
育
部
負
担
の
二
千
元
を
中
央
研
究

院
が
立
て
替
え
払
い
し
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
こ
れ
は
中
央
研
究
院
︵
傅
斯
年
︶
が
こ
の
企
画
に
積
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
だ
ろ
う
︒

傅
斯
年
図
書
館
所
蔵
﹃
水
経
注
疏
﹄
関
係
の
檔
案

池
田
・
多
田
・
石
黒
・
山
元

三
七



檔
案
Ⅱ

︵
石
黒
ひ
さ
子
︶

︻
傅
斯
年
図
書
館
整
理
番
号
︼
Ⅰ
︱
一
〇
六
︿
檔
案
図
版
④
﹀・
Ⅰ
︱
七
四
五
︿
檔
案
図
版
⑤
﹀・
Ⅰ
︱
七
四
六
︿
檔
案
図
版
⑥
﹀・
Ⅰ
︱
七
四
七
︿
檔

案
図
版
⑦
﹀

︻
原
文
︼
︵
形
状
↓
印
刷
合
同
は
傅
斯
年
檔
案
に
四
種
あ
る
︒
Ⅰ
︱
一
〇
六
と
Ⅰ
︱
七
四
五
は
筆
跡
は
別
だ
が
い
ず
れ
も
国
立
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究

所
の
用
箋
に
書
か
れ
︑
一
頁
一
〇
行
︑
二
頁
一
葉
︑
全
一
葉
︒
Ⅰ
︱
七
四
六
は
鴻
泰
紙
店
用
箋
に
毛
筆
書
き
で
署
名
押
印
が
あ
り
︑
こ
れ
が
正
本
で
あ
ろ
う
︒

一
頁
一
〇
行
︑
二
頁
二
頁
︑
全
一
葉
︒
Ⅰ
︱
七
四
八
は
無
名
用
箋
に
書
か
れ
︑
綴
じ
穴
の
痕
が
あ
り
︑
全
一
葉
︒
Ⅰ
︱
七
四
六
を
底
本
と
す
る
︒
︶

水
經
注
疏
遺
稿
印
刷
合
同

一
．

水
經
注
疏
遺
稿
因
時
局
関
係
為
保
存
文
化
起
見
由
時
昭
瀛
︵

︶
1

閻
實
︵

︶

兩
君
介
紹
傅
君
斯
年
轉
託
商
務
印
書
館
王
君
雲

2

五
從
速
付
印
三
百
部
至
五
百
部
為
限
以
資
流
傳
如
因
阻
碍
不

得
速
印
時
准
楊
氏
索
回
原
稿
自
印

二
．

管
理
中
英
庚
款
董
事
會
向
商
務
印
書
館
預
定
全
書
數
五
分

之
三
楊
氏
取
其
全
書
數
五
十
分
之
三
︵

︶

毎
部
尾
均
蓋
楊
氏
版
權
所

3

有
翻
印
必
究
圖
章
以
後
續
印
及
補
疏
仍
是
楊
家
事
照
版
權

法
他
人
不
得
干
預 水

経
注
疏
訳
注

渭
水
篇

下

三
八



三
．

書
内
凡
先
祖
諱
守
敬
及
熊
會
貞
兩
人
名
諱
與
体
例
不
得

塗
抹
及
更
改
︵

︶
4

四
．

商
務
印
書
館
出
版
後
將
原
稿
仍
發
還
楊
氏
保
存
以
便
續
印

而
免
遺
失

五
．

本
書
出
版
負
責
人
傅
斯
年
楊
氏
家
属
負
責
人
楊
勉
之
︵

︶
5

監
定
人
︵

︶

時
昭
瀛
閻
實

6

六
．

由
敎
育
部
給
予
奬
金
二
千
元
中
央
研
究
院
給
予
一
千
元

均
於
本
日
内
付
清

負
責
人

傅
斯
年

楊
勉
之

︵
傅
斯
年
署
名
・
印
︶

︵
勉
之

印
︶

監
定
人

時
昭
瀛

閻
實

︵
閻
實

印
︶

大
中
華
民
國
二
十
七
年
七
月
二
十
八
日

立

傅
斯
年
図
書
館
所
蔵
﹃
水
経
注
疏
﹄
関
係
の
檔
案

池
田
・
多
田
・
石
黒
・
山
元
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︻
注
︼

︵

︶
時
昭
瀛
：
契
約
書
に
は
時
昭
瀛
の
押
印
が
見
ら
れ
な
い
︒
﹃
楊
守
敬
学
術
年
譜
﹄︵
一
八
頁
参
照
︶
に
は
湖
北
教
育
研
究
所
の
時
昭
瀛
・

1
厳
実
を
介
し
て
傅
斯
年
と
連
絡
し
た
と
あ
る
︵
三
八
三
頁
︶
︒

︵

︶
閻
實
：﹃
楊
守
敬
集
﹄
第
一
三
冊
集
末
附
記
で
は
︑
こ
の
人
物
を
﹁
厳
実
﹂
と
す
る
︒
そ
こ
で
は
楊
嶺
香
の
紹
介
に
よ
り
時
昭
瀛
と
﹁
厳

2
実
﹂
に
頼
ん
で
漢
口
の
ロ
シ
ア
租
界
に
滞
在
し
て
い
た
傅
斯
年
と
連
絡
を
取
っ
た
と
い
う
︒
そ
の
後
改
め
て
楊
勉
之
と
楊
世
漢
が
原
稿

四
〇
巻
を
持
っ
て
傅
斯
年
と
面
会
し
︑﹁
協
議
﹂
一
式
三
部
︵
中
央
研
究
院
・
傅
斯
年
・
楊
勉
之
が
保
持
︶
を
作
成
︑
原
稿
を
渡
し
た
と
い
う
︒

﹃
楊
守
敬
学
術
年
譜
﹄
︵
前
注
︶
に
よ
れ
ば
厳
実
は
湖
北
教
育
研
究
所
の
人
物
で
あ
る
︒

︵

︶
王
永
瑞
に
よ
る
楊
世
漢
か
ら
の
聞
き
と
り
︵
﹃
楊
守
敬
集
﹄
第
一
三
冊
集
末
附
記
︶
で
は
﹁
協
議
﹂
に
際
し
︑
傅
斯
年
は
︑
商
務
印
書

3
館
が
発
行
し
︑
そ
の
印
刷
数
の
三
分
の
一
を
楊
家
に
渡
す
と
の
領
収
書
を
渡
し
た
と
い
う
︒

︵

︶
王
永
瑞
に
よ
る
楊
世
漢
か
ら
の
聞
き
と
り
︵
﹃
楊
守
敬
集
﹄
第
一
三
冊
集
末
附
記
︶
で
は
楊
世
漢
が
原
稿
を
閲
覧
し
た
時
︑
多
く
の
疏

4
文
上
の
署
名
箇
所
に
紙
を
貼
り
付
け
た
り
︑
塗
り
つ
ぶ
し
た
り
し
︑
枝
江
李
子
魁
…
と
改
署
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
︑
傅
斯
年
も
気

が
つ
い
て
表
紙
に
﹁
重
新
審
査
︑
更
正
署
名
﹂
の
数
文
字
を
書
き
付
け
た
と
い
う
︒
ま
た
こ
の
時
渡
し
た
も
の
は
一
九
三
四
年
に
熊
会
貞

が
楊
勉
之
た
ち
に
渡
し
た
原
稿
で
あ
る
と
も
い
う
︒

︵

︶
楊
勉
之
：
楊
守
敬
の
孫
に
あ
た
る
︒
檔
案
Ⅰ
注
︵

︶
参
照
︒

5

17

︵

︶
Ⅰ
︱
七
四
五
で
は
こ
の
﹁
監
定
人
﹂
の
三
文
字
が
脱
落
し
て
い
る
︒

6

水
経
注
疏
訳
注

渭
水
篇

下
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︻
日
本
語
訳
︼

水
経
注
疏
遺
稿
印
刷
契
約
書

一
．

水
経
注
疏
遺
稿
は
時
局
に
鑑
み
文
化
の
保
存
の
た
め
︑
時
昭
瀛
・
閻
実
の
両
君
の
紹
介
し
た
傅
斯
年
氏
が
商
務
印
書
館
王
雲
五
氏
に
委

託
し
︑
速
や
か
に
三
百
部
か
ら
五
百
部
ま
で
に
限
り
印
刷
に
付
し
︑
こ
れ
を
流
通
さ
せ
る
こ
と
と
す
る
︒
も
し
障
害
が
あ
っ
て
速
や
か
に
印

刷
で
き
な
い
場
合
に
は
︑
楊
氏
が
原
稿
を
回
収
し
自
ら
印
刷
を
行
う
こ
と
を
認
め
る
︒

二
．

管
理
中
英
庚
款
董
事
会
は
商
務
印
書
館
に
対
し
︑
印
刷
予
定
数
の
五
分
の
三
を
予
約
し
︑
楊
氏
は
そ
の
中
か
ら
印
刷
予
定
数
の
五
十
分

の
三
を
取
得
す
る
︒
全
て
の
書
籍
の
末
尾
に
は
﹁
楊
氏
版
権
所
有
翻
印
必
究
﹂
の
印
章
を
押
す
︒
以
後
の
増
刷
及
び
補
疏
に
つ
い
て
は
楊
家

の
事
で
あ
り
︑
版
権
法
に
よ
っ
て
他
の
者
は
関
与
し
て
は
な
ら
な
い
︒

三
．

書
内
の
す
べ
て
の
先
祖
の

諱
い
み
な

︑
楊
守
敬
及
び
熊
会
貞
の
両
人
の
名
諱

お
な
ま
え

と
そ
の
体
裁
は
塗
り
つ
ぶ
し
た
り
書
き
換
え
た
り
し
て
は
な
ら

な
い
︒

四
．

商
務
印
書
館
は
出
版
後
︑
原
稿
を
楊
氏
に
返
却
し
て
保
存
さ
せ
︑
増
刷
に
備
え
︑
か
つ
遺
失
を
防
止
す
る
︒

五
．

本
書
の
出
版
責
任
者
︵
負
責
人
︶
は
傅
斯
年
︑
楊
家
側
責
任
者
は
楊
勉
之
︑
鑑
定
人
は
時
昭
瀛
・
閻
実
で
あ
る
︒

六
．

教
育
部
が
報
奨
金
二
千
元
を
給
与
し
︑
中
央
研
究
院
が
千
元
を
給
与
し
︑
す
べ
て
本
日
中
に
支
払
い
を
終
え
た
︒

負
責
人

傅
斯
年

楊
勉
之

︵
署
名

押
印
︶

︵
押
印
︶

傅
斯
年
図
書
館
所
蔵
﹃
水
経
注
疏
﹄
関
係
の
檔
案

池
田
・
多
田
・
石
黒
・
山
元

四
一



鑑
定
人

時
昭
瀛

閻
実

︵
押
印
︶

大
中
華
民
国
二
十
七
︵
一
九
三
八
︶
年
七
月
二
十
八
日

約
定

︻
解
説
︼

﹁
水
經
注
疏
遺
稿
印
刷
合
同
﹂︵
出
版
契
約
書
︶
に
は
︑﹁
合
同
﹂
す
な
わ
ち
契
約
書
の
原
本
一
点
と
そ
の
写
し
三
点
が
あ
る
︒
契
約
成
立
は
一

九
三
八
︵
民
国
二
七
︶
年
七
月
二
八
日
で
︑
檔
案
Ⅰ
に
あ
る
朱
家
驊
の
書
信
の
一
週
間
後
に
な
る
︒
契
約
の
責
任
者
は
傅
斯
年
と
楊
勉
之
︑
鑑

定
人
は
時
昭
瀛
と
閻
実
で
あ
り
︑
原
本
に
よ
る
と
傅
斯
年
に
は
署
名
と
押
印
︑
楊
勉
之
と
閻
実
に
は
押
印
が
あ
る
が
︑
時
昭
瀛
に
は
押
印
が

な
く
︑
時
昭
瀛
は
契
約
に
立
ち
会
っ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
︒
こ
の
契
約
書
原
本
は
傅
斯
年
の
所
持
分
と
思
わ
れ
る
︒

檔
案
Ⅰ
で
は
七
月
二
四
日
に
傅
斯
年
は
西
方
へ
向
け
て
出
発
と
あ
る
が
︑
七
月
二
八
日
付
の
契
約
書
に
署
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
︑
傅
斯
年

は
予
定
を
変
更
し
て
契
約
に
立
ち
会
っ
た
こ
と
に
な
る
︒
出
版
計
画
は
管
理
中
英
庚
款
董
事
会
と
商
務
印
書
館
が
中
心
で
あ
っ
た
が
︑
原

稿
の
受
け
取
り
に
は
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
所
長
の
傅
斯
年
が
出
向
き
︑
楊
家
と
の
契
約
で
は
出
版
事
業
は
楊
家
が
傅
斯
年
を
介

し
て
商
務
印
書
館
へ
依
頼
し
て
印
刷
す
る
︑
と
な
っ
て
い
る
︒
し
か
し
︑
実
際
に
は
檔
案
Ⅰ
か
ら
管
理
中
英
庚
款
董
事
会
を
経
由
し
て
商
務

印
書
館
へ
原
稿
が
送
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
︑
檔
案
Ⅳ
で
は
一
九
四
〇
︵
民
国
二
九
︶
年
に
教
育
部
と
商
務
印
書
館
で
出
版
契
約
が
進
め
ら

れ
て
い
る
︒
ま
た
︑
楊
家
へ
の
原
稿
返
却
に
つ
い
て
も
︑
檔
案
Ⅰ
で
戦
争
終
了
時
ま
で
原
稿
返
却
が
延
期
さ
れ
︑
檔
案
Ⅵ
か
ら
は
一
九
四
七
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︵
民
国
三
六
︶
年
に
原
稿
は
商
務
印
書
館
か
ら
教
育
部
へ
返
還
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
︒

こ
の
契
約
書
で
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
︑﹁
体
例
︑
不
得
塗
抹
及
更
改
﹂
︑
す
な
わ
ち
楊
守
敬
・
熊
会
貞
の
名
前
を
塗
り
つ
ぶ
し
た
り
書
き

換
え
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
︑
と
い
う
項
目
で
あ
る
︒
こ
れ
は
檔
案
Ⅷ
の
解
説
に
あ
る
よ
う
に
︑
楊
家
か
ら
託
さ
れ
た
原
稿
が
李
子
魁
︵
子

奎
︶
に
書
き
込
ま
れ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
︒
﹁
体
例
︑
不
得
塗
抹
及
更
改
﹂
と
は
︑
原
稿
に
手
を
加
え
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
は
な

く
︑
﹁
楊
守
敬
・
熊
会
貞
の
名
前
が
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
た
り
書
き
換
え
ら
れ
た
り
し
て
い
る
場
合
に
は
︑
そ
れ
を
元
通
り
回
復
し
た
上
で
印
刷

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
︒
檔
案
Ⅰ
に
は
︑
こ
の
件
に
関
わ
る
こ
と
が
全
く
見
え
な
い
の
で
︑
原
稿
の
状
態
は
七
月

二
八
日
の
契
約
時
に
初
め
て
確
認
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
︒
台
湾
国
家
図
書
館
所
蔵
の
﹃
楊
熊
合
撰
水
経
注
疏
﹄
稿
本
の
状
態
か
ら
判
断
す
る

と
︑
こ
の
項
目
は
か
な
り
厳
密
に
実
行
さ
れ
て
い
る
︒
但
し
稿
本
を
見
る
限
り
で
は
︑
そ
の
書
き
換
え
の
意
図
は
不
明
で
あ
り
︑
稿
本
の
訂

正
の
過
程
を
理
解
す
る
に
は
こ
の
契
約
書
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
る
︒

檔
案
Ⅲ

︻
傅
斯
年
図
書
館
整
理
番
号
︼
Ⅰ
︱
一
〇
七
︿
檔
案
図
版
⑧
﹀

︵
多
田
狷
介
︶

︻
原
文
︼
︵
形
状
↓
外
字
第
二
四
四
九
号
第
一
頁
︵
二
十
六
字
×
十
行
︶
・
第
二
頁
・
第
三
頁
の
全
三
葉
︶

孟
眞
吾
兄
大
鑒
︵

︶

上
月
廿
八
日
曾
覆
上
一
函
因
候
漢
簡
草
約
頃
始
發
出

1

至
以
爲
歉

來
示
除
一
至
六
號
又
八
號
已
奉
覆
外
茲
續
奉
第
七
號
及

傅
斯
年
図
書
館
所
蔵
﹃
水
経
注
疏
﹄
関
係
の
檔
案

池
田
・
多
田
・
石
黒
・
山
元

四
三



第
九
至
十
一
號
四
函
謹
再
啓
覆
於
下

㈠
水
経
注
疏

承

示
出
版
辦
法
謹
已
誦
悉
茲
�
擬
合
同
一
份
�

核
閱
至
印
刷
方
法
因
稿
本
天
地
頭
文
字
有
多
至
一
百
以
上
者
有
無

一
字
者
加
以
勾
刪
增
補
不
一
而
足
倘
照
相
石
印
︵

︶

不
僅
無
法
清
晰
且

2

多
耗
篇
幅
極
不
經
濟
擬
仍
先
照
稿
本
淸
抄
再
以
抄
本
發
排
以
稿
本

爲
最
後
校
對
之
用
爲
ü
重
起
見
淸
抄
及
排
印
工
作
當
在
港
廠
辦
理

惟
在
港
印
製
成
本
甚
重
故
定
價
不
得
不
稍
高
務
乞

原
諒
此
書
定

約
後
約
六
個
月
至
八
個
月
可
以
出
版

㈡
性
命
古
訓
辨
證

前
晤
楊
君
時
逢
確
曾
提
�
擬
改
石
印
嗣
以
石
印

不
甚
美
觀
 
仍
照
原
定
排
法
進
行
現
中
卷
業
已
付
排
日
内
卽
可
開

始
送
校
上
卷
在
刻
字
及
製
鋅
版
︵

︶

中
至
本
月
底
方
可
開
排
下
卷
一
俟

3

寄
回
當
卽
同
時
付
排
�

勿
爲
念

㈢
匯
款

匯
下
國
幣
四
百
元
已
�

示
交
楊
時
逢
君
︵

︶

一
百
元
交
沈
仲

4

章
君
︵

︶

三
百
元
楊
君
於
款
未
到
前
曾
借
去
國
幣
壹
百
元
故
卽
以
此
款

5

歸
還
附
奉
弊
館
收
據
︵

︶

又
沈
君
本
人
収
據
︵

︶

各
一
紙
卽
祈

査
收
爲
荷

6

7
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㈣
楊
君
已
於
五
日
乘
美
郵

p
re
sid
e
n
t
o
f
C
le
v
e
lo
n
d︵

︶

赴
滬
目
前
由
港

8

赴
滬
除
由
意
郵
及
小
船
外
其
他
郵
船
途
中
及
上
岸
尙
無
留
難
1
事

知

注
︵

︶

幷
聞
此
叩

9

大
安
︵

︶

弟

李
澤
彰
︵

︶

10

11

二
十
八
年
五
月
十
日

六
日
接
奉

2
電
︰
｢
弊
所
前
版
︵

︶

各
事
迄
未
奉
復
漢
簡
水
經
消

12

息
久
渺
事
關
公
務
無
任
迫
切
務
乞
卽
擬
切
實
速
印
辦
法
示
復
﹂

等
語
敬
悉
本
日
曾
復
奉
一
電
文
曰
︰
｢
傅
孟
眞
兄
魚
電
︵

︶

悉
漢
簡

13

水
經
契
約
已
擬
就
連
同
覆
函
4
付
︵

︶

航
郵
澤
彰
﹂
諒
荷

先
此
譯

14

洽
矣

︻
注
︼

︵

︶
大
鑒
：
尺
牘
用
語
︒
﹁
ご
覧
に
入
れ
る
﹂
を
表
示
す
る
尊
敬
語
で
︑
友
人
・
一
般
人
に
通
用
す
る
︒

1
︵

︶
照
相
石
印
：
グ
ラ
ビ
ア
印
刷
︒
写
真
製
版
に
よ
る
凹
版
印
刷
の
一
種
︒

2
︵

︶
鋅
版
：
亜
鉛
で
作
る
印
刷
版
︒
亜
鉛
版
︒
イ
ラ
ス
ト
や
表
な
ど
の
印
刷
に
用
い
る
︒

3

傅
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書
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﹃
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﹄
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︵

︶
楊
時
逢
：
一
九
○
三
年
～
？
年
︒
一
九
二
六
年
に
南
京
の
金
陵
大
学
卒
業
︒
一
九
二
九
年
よ
り
一
九
七
五
年
の
間
︑
中
央
研
究
院
歴

4
史
語
言
研
究
所
に
勤
務
︒
湖
南
方
言
そ
の
他
中
国
各
地
の
方
言
を
調
査
︑
研
究
し
た
︒

︵

︶
沈
仲
章
：
？
～
一
九
八
七
年
︒
北
京
大
学
教
授
劉
半
農
の
助
手
を
勤
め
︑
西
北
科
学
考
査
団
に
参
加
︒
日
中
戦
争
開
始
後
は
︑
北
京

5
大
学
所
蔵
の
居
延
漢
簡
を
香
港
へ
︑
さ
ら
に
米
国
議
会
図
書
館
へ
避
難
さ
せ
る
の
に
尽
力
︒
そ
の
間
傅
斯
年
と
連
絡
し
︑
香
港
に
も
在
住

し
た
︒

︵

︶
民
国
二
十
八
年
五
月
八
日
付
け
の
上
海
商
務
印
書
館
股
份
有
限
公
司
の
﹁
楊
時
逢
先
生
在
港
支
用
還
﹂
の
百
元
の
領
収
書
が
あ
る
︵
巻

6
頭
檔
案
図
版
⑩
︻
傅
斯
年
図
書
館
整
理
番
号
︼
Ⅰ
︱
一
〇
九
参
照
︶
︒

︵

︶
民
国
二
十
八
年
五
月
八
日
付
け
の
沈
仲
章
の
三
百
元
の
領
収
書
が
あ
る
︵
巻
頭
檔
案
図
版
⑪
︻
傅
斯
年
図
書
館
整
理
番
号
︼
Ⅰ
︱
一

7
一
〇
参
照
︶
︒

︵

︶

C
le
v
e
lo
n
d
：
綴
り
は
原
文
の
ま
ま
︒

8
︵

︶
知
注
：
尺
牘
用
語
︒
﹁
ご
留
意
の
ほ
ど
﹂
を
表
示
す
る
通
報
語
︒

9
︵

︶
大
安
：
尺
牘
用
語
︒
末
尾
に
書
き
添
え
る
常
套
語
︒
﹁
貴
殿
の
ご
安
泰
を
﹂
の
意
︒

10
︵

︶
李
澤
彰
：
一
八
九
五
年
～
？
年
︒
字
伯
嘉
︒
北
京
大
学
経
済
系
の
学
生
時
代
︑﹁
共
産
党
宣
言
﹂
を
英
文
よ
り
翻
訳
︑
そ
の
前
半
部
を

11
雑
誌
﹃
国
民
﹄
に
発
表
し
た
︒
胡
適
の
紹
介
で
商
務
印
書
館
に
入
り
︑
有
力
な
編
集
者
と
な
る
︒
か
つ
王
雲
五
の
側
近
と
な
る
︒

︵

︶
前
版
：
出
版
の
誤
記
で
あ
ろ
う
︒
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
中
に
﹁
傅
図
整
編
史
語
所
檔
案
目
録
﹂
が
あ
る
︒

12

水
経
注
疏
訳
注

渭
水
篇

下

四
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さ
ら
に
﹁
水
經
﹂
で
検
索
す
る
と
︑
中
に
﹁
傅
斯
年
電
王
雲
五
李
伯
嘉
﹂
が
あ
り
︑
﹁
電
達
弊
所
出
版
各
事
乞
未
奉
復
︑
漢
簡
水
經
消
息

久
渺
︑
事
關
公
務
無
任
切
迫
︑
務
乞
即
擬
切
實
速
印
辦
法
示
復
﹂
︵
一
九
三
九
／
○
五
／
○
六
︶
と
い
う
︒

︵

︶
魚
電
：
六
日
の
電
報
︒
韻
目
で
日
付
を
表
す
方
法
で
は
︑
魚
の
韻
は
六
日
に
な
る
︒

13
︵

︶
4
付
：
回
付
と
同
じ
か
︒

14
︻
日
本
語
訳
︼

孟
真
大
兄
高
覧

先
月
︵
四
月
︶
廿
八
日
か
つ
て
一
書
を
も
っ
て
ご
返
事
申
し
上
げ
ま
し
た
︒
漢
簡
の
契
約
書
草
案
︵
の
仕
上
が
り
︶
を
待
ち
︑
今
よ
う
や
く
︵
こ

の
書
状
を
︶
差
し
上
げ
る
次
第
︑
恐
縮
の
至
り
で
す
︒
い
た
だ
い
た
お
手
紙
︑
一
号
か
ら
六
号
ま
で
と
八
号
と
に
対
し
て
ご
返
事
申
し
上
げ

ま
し
た
が
︑
今
こ
こ
に
第
七
号
と
第
九
号
か
ら
十
一
号
ま
で
の
四
通
に
つ
い
て
︑
謹
ん
で
追
伸
し
て
︑
以
下
の
如
く
ご
返
事
申
し
上
げ
ま

す
︒

︵
一
︶
水
経
注
疏

お
手
紙
を
拝
受
し
︑
出
版
方
法
に
つ
き
︑
謹
ん
で
拝
誦
致
し
ま
し
た
︒
︵
仰
せ
に
︶
従
っ
て
こ
こ
に
契
約
書
一
部
を
起
案

し
ま
し
た
の
で
ご
検
討
下
さ
い
︒
原
稿
の
上
下
の
余
白
部
分
に
︵
書
き
込
み
の
︶
文
字
が
︑
多
い
場
合
は
百
字
以
上
も
あ
っ
た
り
︑
無
い
場

合
は
一
字
も
無
か
っ
た
り
︑
そ
の
上
で
さ
ら
に
削
除
し
た
り
書
き
増
し
た
り
す
る
場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
︒
グ
ラ
ビ
ア
印
刷
法
を

採
用
し
た
場
合
︑
き
れ
い
に
印
刷
出
来
な
い
だ
け
で
な
く
︑
大
量
の
紙
幅
を
要
し
︑
き
わ
め
て
不
経
済
に
な
り
ま
す
︒
や
は
り
先
ず
原
稿

傅
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書
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蔵
﹃
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注
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﹄
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を
清
書
し
︑
こ
の
清
書
に
従
っ
て
組
版
し
︑
最
後
の
校
正
の
際
に
原
稿
を
用
い
る
の
が
よ
い
と
考
え
ま
す
︒
慎
重
を
期
し
︑
清
書
と
組
版

印
刷
は
香
港
の
工
場
で
処
理
す
べ
き
で
す
︒
た
だ
し
︑
香
港
で
印
刷
製
作
す
る
と
コ
ス
ト
は
大
変
高
く
つ
き
ま
す
︒
従
っ
て
定
価
も
割

高
に
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
︒
そ
の
点
何
卒
ご
了
承
の
ほ
ど
︒
こ
の
書
籍
は
契
約
締
結
後
約
六
箇
月
か
ら
八
箇
月
で
出
版
出
来
ま
す
︒

︵
二
︶
性
命
古
訓
弁
証

以
前
楊
時
逢
君
に
会
っ
て
︑
確
か
に
一
度
は
グ
ラ
ビ
ア
印
刷
法
に
改
め
よ
う
と
思
い
ま
し
た
が
︑
そ
の
後
︑
グ
ラ

ビ
ア
印
刷
法
は
甚
だ
奇
麗
で
な
い
の
で
︑
や
は
り
原
案
ど
お
り
組
版
方
式
で
行
き
ま
す
︒
目
下
中
巻
は
す
で
に
組
版
に
回
っ
て
お
り
︑
近

日
中
に
初
校
ゲ
ラ
を
お
送
り
出
来
ま
す
︒
上
巻
に
関
し
て
は
︑
作
字
し
た
り
亜
鉛
版
を
作
っ
た
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
︑
今
月
末
に
は
組

版
に
回
せ
ま
す
︒
下
巻
に
関
し
て
は
︑
原
稿
が
戻
り
次
第
直
ち
に
組
版
に
回
し
ま
す
︒
︵
以
上
︶
何
卒
ご
放
念
の
ほ
ど
︒

︵
三
︶
為
替
送
金

お
送
り
い
た
だ
い
た
法
幣
四
百
元
︑
お
手
紙
ど
お
り
す
で
に
楊
時
逢
君
に
一
百
元
︑
沈
仲
章
君
に
三
百
元
を
渡
し
ま
し

た
︒
楊
君
は
送
金
以
前
に
法
幣
一
百
元
を
借
り
て
い
ま
し
た
の
で
︑
こ
の
度
の
送
金
を
も
っ
て
返
済
し
て
も
ら
い
ま
し
た
︒
︵
そ
れ
に
関

し
て
の
︶
弊
館
の
領
収
書
︑
加
え
て
沈
君
の
本
人
の
領
収
書
︑
各
一
枚
を
同
封
し
ま
し
た
︒
ご
査
収
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
す
︒

︵
四
︶
楊
君
は
五
日
す
で
に
ア
メ
リ
カ
の
定
期
旅
客
船
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
号
に
搭
乗
︑
上
海
に
赴
き
ま
し
た
︒
目
下
︑
香
港
か
ら
上
海
に
行

く
に
は
︑
イ
タ
リ
ア
の
定
期
旅
客
船
と
小
船
を
除
く
そ
の
他
の
定
期
旅
客
船
の
場
合
︑
中
途
或
い
は
上
陸
に
際
し
て
面
倒
を
生
じ
ま
せ

ん
︒
お
心
に
留
め
お
か
れ
た
く
︑
あ
わ
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
︒
敬
礼
︒

ご
安
泰
の
ほ
ど

弟

李
澤
彰

︵
民
国
︶
二
十
八
︵
一
九
三
九
︶
年
五
月
十
日

水
経
注
疏
訳
注

渭
水
篇

下

四
八



六
日
に
︵
下
記
の
︶
尊
電
拝
受
：
﹁
弊
所
出
版
の
各
事
に
関
し
︑
今
ま
で
返
事
を
差
し
上
げ
な
か
っ
た
︒
漢
簡
と
水
経
と
の
消
息
も
久

し
く
漠
然
と
し
た
ま
ま
に
う
ち
捨
て
て
い
た
が
︑
事
態
は
公
務
に
関
わ
り
︑
甚
だ
切
迫
し
た
こ
と
に
な
っ
た
︒
是
非
と
も
至
急
に
適

切
︑
早
急
な
印
刷
方
法
を
考
え
て
返
事
を
下
さ
る
よ
う
お
願
い
す
る
﹂
等
の
語
︑
謹
ん
で
拝
承
致
し
ま
し
た
︒
本
日
す
で
に
以
下
の
電

報
一
通
を
差
し
上
げ
ま
し
た
︒
す
な
わ
ち
：
﹁
傅
孟
真
兄
の
六
日
の
電
報
了
解
︒
漢
簡
・
水
経
の
契
約
書
︑
起
案
し
ま
し
た
︒
つ
い
て

は
返
信
と
併
せ
て
航
空
便
に
回
し
付
し
ま
す
︒
澤
彰
﹂

御
賢
察
の
ほ
ど
︒
先
ず
は
こ
こ
に
︵
電
報
コ
ー
ド
を
平
文
に
︶
訳
し
解
き
ま
し

た
︒

︻
解
説
︼

民
国
二
十
八
︵
一
九
三
九
︶
年
五
月
十
日
付
け
の
︑
李
澤
彰
か
ら
傅
斯
年
宛
の
書
簡
︒
李
澤
彰
の
自
署
が
あ
る
︒
縦
罫
の
﹁
商
務
印
書
館

総
管
理
處
駐
港
辧
事
處
用
牋
﹂
に
タ
イ
プ
印
刷
︒
体
裁
は
二
六
字
×
一
〇
行
︒
全
三
頁
︒
各
欄
外
に
﹁
外
字
第
二
四
四
九
号
第
一
頁
・
第
二

頁
・
第
三
頁
﹂
と
あ
る
︒
冒
頭
に
︑
﹃
居
延
漢
簡
﹄
の
刊
行
に
つ
い
て
の
契
約
書
の
草
案
が
よ
う
や
く
出
来
上
が
っ
た
の
で
送
付
す
る
旨
を

記
し
︑
さ
ら
に
以
下
の
五
点
を
述
べ
る
︒

①
﹃
水
経
注
疏
﹄
の
出
版
に
つ
い
て
の
契
約
書
を
起
草
し
た
の
で
お
送
り
す
る
︒
当
初
考
え
た
グ
ラ
ビ
ア
印
刷
方
式
は
断
念
し
︑
香
港
に

お
い
て
清
書
原
稿
を
組
版
印
刷
す
る
こ
と
に
し
た
︹
台
湾
中
華
書
局
の
一
九
七
一
年
六
月
刊
本
は
︑
断
念
さ
れ
た
グ
ラ
ビ
ア
印
刷
方
式

を
実
現
し
た
も
の
と
言
え
る
︒
檔
案
Ⅸ
の
﹃
水
経
注
疏
巻
一
﹄
第
一
頁
活
字
組
見
本
は
こ
の
際
の
実
行
の
一
端
を
示
す
も
の
で
あ
ろ

傅
斯
年
図
書
館
所
蔵
﹃
水
経
注
疏
﹄
関
係
の
檔
案

池
田
・
多
田
・
石
黒
・
山
元

四
九



う
︒
こ
れ
ら
の
点
に
関
し
て
は
︑
池
田
雄
一
氏
の
解
説
を
参
照
さ
れ
た
い
︺
︒

②
傅
斯
年
著
﹃
性
命
古
訓
弁
証
﹄
の
製
作
の
進
行
状
況
︒

③
楊
時
逢
と
沈
仲
章
の
金
銭
の
使
途
に
関
し
て
の
︑
傅
斯
年
︵
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
側
︶
と
商
務
印
書
館
側
と
の
決
済
報
告
︒

④
楊
時
逢
の
上
海
行
の
報
告
︒

⑤
追
伸
︒
﹃
居
延
漢
簡
﹄
と
﹃
水
経
注
﹄
の
刊
行
に
関
す
る
五
月
六
日
の
傅
斯
年
の
問
い
合
わ
せ
・
督
促
の
電
報
に
対
し
て
︑
本
日
︵
五
月

十
日
︶
電
報
で
概
略
返
答
し
た
こ
と
︒
さ
ら
に
﹃
居
延
漢
簡
﹄
と
﹃
水
経
注
疏
﹄
に
関
す
る
出
版
契
約
書
草
案
を
同
封
し
た
本
書
簡
が

よ
り
詳
細
な
報
告
で
あ
る
こ
と
︒

檔
案
Ⅳ

︵
多
田
狷
介
︶

︻
傅
斯
年
図
書
館
整
理
番
号
︼
Ⅰ
︱
七
四
九
︿
檔
案
図
版
⑨
﹀

︻
原
文
︼
︵
形
状
↓
縦
書
き
タ
イ
プ
印
刷
一
葉
︒
月
日
は
空
欄
︶

教

育

部
︵

)
︵
以
下
簡
稱
甲
方
︶

1

立
契
約

茲
因
甲
方
委
託
乙
方
印
行
楊
守
敬
熊

商

務

印

書

館
︵
以
下
簡
稱
乙
方
︶

會
貞
二
氏
水
經
注
疏
稿
四
十
冊
︵
以
下
簡
稱
著
作
物
︶
經
雙
方
同
意
議
定
條
件

水
経
注
疏
訳
注

渭
水
篇

下

五
〇



如
左

㈠
甲
方
以
本
著
作
物
稿
本
全
部
四
十
冊
交
乙
方
縮
小
影
印

㈡
本
著
作
物
印
行
版
式
横
五
英
寸
又
八
分
之
一
直
七
英
寸
又
八
分
之
七
用
報
紙
︵

)
2

印
刷
全
書
約
計
四
千
九
百
頁
分
訂
廿
册
毎
部
售
價
暫
定
國
幣
九
十
元

㈢
本
著
作
物
製
版
印
刷
等
費
槪
歸
乙
方
擔
任
甲
方
允
與
管
理
中
英
庚
款
董
事
會
︵

)
3

商
定
定
印
一
百
部
照
該
書
售
價
七
折
計
算
卽
毎
部
定
印
費
六
十
三
元
一
百
部

共
計
國
幣
︵

︶

六
千
三
百
元
於
定
約
時
一
次
付
淸
所
有
定
印
部
數
訂
定
在
港
或
在

4

滬
交
付
如
須
運
至
他
地
其
運
費
另
行
計
算

㈣
本
著
作
物
印
齊
後
乙
方
應
將
稿
本
交
還
甲
方

㈤
本
著
作
物
共
印
四
百
部
應
貼
甲
方
版
權
印
花
︵

︶

一
枚
此
項
印
花
於
定
約
時
由
甲

5

方
交
付
乙
方
在
全
書
未
售
完
以
前
甲
方
不
得
自
印
或
另
交
他
家
印
行
甲
方
如

欲
續
印
乙
方
有
優
先
商
印
之
權

㈥
本
契
約
一
式
兩
紙
雙
方
各
執
一
紙
爲
憑

中
華
民
國
二
十
九
年

月

日

教

育

部

傅
斯
年
図
書
館
所
蔵
﹃
水
経
注
疏
﹄
関
係
の
檔
案

池
田
・
多
田
・
石
黒
・
山
元

五
一



立
契
約

商
務
印
書
館

︻
注
︼

︵

︶
教
育
部
：
学
術
・
文
化
・
教
育
の
行
政
事
務
に
責
任
を
負
う
国
民
政
府
の
最
高
機
関
︒
檔
案
Ⅰ
注
︵

︶
参
照
︒

1

1

︵

︶
報
紙
：
帯
状
に
漉
い
た
紙
を
︑
連
続
し
て
巻
き
取
っ
た
印
刷
用
紙
︒
輪
転
機
に
か
け
て
新
聞
・
雑
誌
・
書
籍
な
ど
の
印
刷
に
使
う
︒

2
︵

︶
管
理
中
英
庚
款
董
事
會
：
中
英
庚
款
董
事
会
と
も
︒
庚
款
は
義
和
団
事
変
の
賠
償
金
︒
檔
案
Ⅰ
注
︵

︶
参
照
︒

3

6

︵

︶
国
幣
：
国
定
の
通
貨
︒
一
九
三
五
年
か
ら
一
九
四
八
年
の
間
は
︑
国
民
政
府
の
発
行
し
た
法
幣
︒

4
︵

︶
版
權
印
花
：
印
花
は
印
紙
︒
﹁
版
權
印
花
﹂
四
字
を
﹁
検
印
証
紙
﹂
と
訳
し
た
︒

5
︻
日
本
語
訳
︼

契
約
締
結
教

育

部
︵
以
下
甲
と
い
う
︶

商
務
印
書
館
︵
以
下
乙
と
い
う
︶
こ
こ
に
︑
甲
の
委
託
に
因
り
乙
は
楊
守
敬
・
熊
会
貞
二
氏
の
水
経
注
疏
稿
四
十
冊
︵
以
下
著
作

物
と
い
う
︶
を
印
刷
︑
発
行
す
る
︒
双
方
が
同
意
し
て
合
議
決
定
し
た
条
件
は
左
の
と
お
り
︒

︵
一
︶
甲
は
本
著
作
物
の
稿
本
全
部
で
四
〇
冊
を
乙
に
渡
し
て
縮
小
影
印
さ
せ
る
︒

水
経
注
疏
訳
注

渭
水
篇

下

五
二



︵
二
︶
本
著
作
物
の
組
版
仕
様
は
︑
横
五
と
八
分
の
一
イ
ン
チ
︑
縦
七
と
八
分
の
七
イ
ン
チ
︒
巻
き
取
り
紙
を
も
っ
て
印
刷
し
︑
全
約
四
千

九
百
頁
を
二
十
冊
に
分
け
て
製
本
す
る
︒
一
セ
ッ
ト
の
売
価
は
暫
定
的
に
法
幣
九
十
元
と
す
る
︒

︵
三
︶
本
著
作
物
の
製
版
︑
印
刷
等
の
費
用
は
一
切
乙
の
負
担
と
す
る
︒
甲
は
中
英
庚
款
董
事
会
と
協
議
し
て
決
定
し
た
刷
り
上
が
り
一
百

セ
ッ
ト
に
つ
き
本
書
の
売
価
の
七
掛
け
で
計
算
す
る
こ
と
を
承
認
す
る
︒
す
な
わ
ち
一
セ
ッ
ト
の
印
刷
製
本
費
用
を
六
十
三
元
と
し
︑

一
百
セ
ッ
ト
の
合
計
法
幣
六
千
三
百
元
を
契
約
締
結
時
に
一
括
支
払
う
︒
刷
り
上
が
り
全
︵
一
百
︶
セ
ッ
ト
は
香
港
或
い
は
上
海
で
引

き
渡
す
も
の
と
す
る
︒
も
し
も
︑
他
の
地
に
運
ん
で
引
き
渡
す
場
合
︑
そ
の
運
賃
は
別
途
計
算
す
る
︒

︵
四
︶
本
著
作
物
の
印
刷
を
終
え
た
後
︑
乙
は
稿
本
を
甲
に
返
却
す
る
︒

︵
五
︶
本
著
作
物
全
四
百
セ
ッ
ト
に
は
︑
甲
の
検
印
証
紙
一
枚
を
貼
る
︒
こ
こ
に
い
う
検
印
証
紙
は
︑
契
約
締
結
時
に
甲
が
乙
に
交
付
す
る
︒

全
セ
ッ
ト
が
売
り
切
れ
る
以
前
に
︑
甲
は
自
ら
印
刷
す
る
︑
な
い
し
は
第
三
者
に
印
刷
を
委
ね
る
こ
と
は
で
き
な
い
︒
甲
が
増
刷
を
欲

す
る
場
合
︑
乙
が
商
業
印
刷
の
優
先
権
を
有
す
る
︒

︵
六
︶
本
契
約
の
一
式
︑
紙
二
枚
は
双
方
が
各
一
枚
を
執
っ
て
証
拠
と
す
る
︒

中
華
民
國
二
十
九
︵
一
九
四
○
︶
年

月

日教

育

部

契
約
締
結

商
務
印
書
館

傅
斯
年
図
書
館
所
蔵
﹃
水
経
注
疏
﹄
関
係
の
檔
案

池
田
・
多
田
・
石
黒
・
山
元

五
三



︻
解
説
︼

白
紙
に
タ
イ
プ
印
刷
︒
体
裁
は
三
〇
字
×
一
九
行
︒
全
一
頁
︒
紀
年
は
中
華
民
国
二
十
九
︵
一
九
四
○
︶
年
︑
月
日
は
空
欄
︒
教
育
部

︵
甲
方
︶
と
商
務
印
書
館
︵
乙
方
︶
と
の
間
の
﹁
楊
守
敬
熊
会
貞
二
氏
水
経
注
疏
稿
四
十
册
﹂︵
著
作
物
︶
の
刊
行
に
関
す
る
契
約
書
︵
同
意

議
定
書
︶
草
案
︒
内
容
は
以
下
の
六
点
︒

①
甲
が
稿
本
を
乙
に
渡
し
︑
乙
が
こ
れ
を
縮
小
影
印
し
て
著
作
物
を
作
る
︒

②
著
作
物
の
組
版
仕
様
︑
用
紙
︑
製
本
方
法
︑
価
格
︵
法
幣
九
十
元
と
す
る
︶
に
つ
い
て
︒

③
乙
は
本
著
作
物
の
製
作
費
用
一
切
を
負
担
︒
甲
は
中
英
庚
款
董
事
会
と
協
議
し
て
決
め
た
刷
り
上
が
り
一
百
セ
ッ
ト
に
つ
い
て
︑
売

値
の
七
掛
け
で
計
算
す
る
こ
と
を
承
認
す
る
︒
す
な
わ
ち
︑
一
百
セ
ッ
ト
製
作
総
費
用
は
六
千
三
百
元
︒
甲
は
こ
れ
を
契
約
締
結
時

に
一
括
し
て
乙
に
支
に
払
う
︒
乙
は
完
成
時
に
全
セ
ッ
ト
を
香
港
或
い
は
上
海
で
甲
に
引
き
渡
す
︵
他
の
地
で
引
き
渡
す
場
合
は
︑
運
賃

を
別
途
計
算
す
る
︶
︒

④
印
刷
完
了
後
︑
乙
か
ら
甲
へ
の
稿
本
の
返
却
の
件
︒

⑤
検
印
証
書
や
増
刷
に
関
す
る
件
等
︒

⑥
甲
・
乙
互
い
に
本
契
約
書
を
所
持
し
て
証
拠
と
す
る
こ
と
︒

水
経
注
疏
訳
注

渭
水
篇

下

五
四



檔
案
Ⅴ

︵
山
元
貴
尚
︶

︻
傅
斯
年
図
書
館
整
理
番
号
︼
Ⅰ
︱
一
〇
六
︿
檔
案
図
版
⑫
﹀

︻
原
文
︼
︵
形
状
↓
縦
書
き
︑
手
書
毛
筆
︑
一
葉
︶

復
到
︵

)
1

楊
守
敬
等
水
經
注
疏
稿
本
肆
拾
壹
册
︵

)
2

此
據

坿

共
出
復
條
︵

︶

貳
張
一
張
係
備
送
商

3

注

務
印
書
館
此
條
爲
副
復
據
︒

條
︵

)

卅
六
六
七

4

教
育
部
︵

)
︵
教
育
部
收
發
股
印
︶

5

︻
注
︼

︵

︶﹁
復
到
﹂
：
書
面
語
で
﹁
返
事
が
着
く
﹂
の
意
︒
具
体
的
に
は
次
行
の
﹁
楊
守
敬
等
水
經
注
疏
稿
本
﹂
が
届
い
た
こ
と
を
指
し
て
お
り
︑

1
こ
こ
で
は
﹁
受
領
証
﹂
の
意
︒

︵

︶
楊
守
敬
の
﹃
水
経
注
疏
﹄
は
本
来
四
十
冊
で
あ
る
が
︑
目
次
を
含
め
て
四
十
一
冊
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
︒

2
︵

︶
﹁
復
條
﹂
：
﹁
簡
単
な
返
事
﹂
﹁
返
事
の
書
き
付
け
﹂
の
意
で
あ
り
︑
そ
の
量
詞
は
﹁
張
﹂
︒

3

傅
斯
年
図
書
館
所
蔵
﹃
水
経
注
疏
﹄
関
係
の
檔
案

池
田
・
多
田
・
石
黒
・
山
元

五
五



︵

︶
﹁
條
﹂
：
﹁
条
児
﹂
﹁
条
子
﹂
で
あ
り
︑
﹁
書
き
付
け
﹂
の
意
︒

4
︵

︶
教
育
部
に
つ
い
て
は
︑
檔
案
Ⅰ
注
︵

︶
参
照
︒

5

1

︻
日
本
語
訳
︼

受
領
証

楊
守
敬
等
水
経
注
疏
稿
本
四
十
一
冊

こ
こ
に
証
拠
と
す
る
︒

附
注

書
き
付
け
二
枚
を
同
封
す
る
︒
一
枚
は
商
務
印
書
館
へ
渡
す
た
め
の
も
の
で
あ
る
︒
こ
の
方
︵
附
注
の
あ
る
方
︶
一
枚
は
ま
た
控
え

の
証
拠
と
す
る
︒

書
き
付
け

︵
民
国
︶
三
十
六
︵
年
︶
︑
六
︵
月
︶
︑
七
︵
日
︶

︵
中
華
民
国
︶

教
育
部

︵
教
育
部

公
文
書
受
領
お
よ
び
発
送
係
印
︶

︻
解
説
︼

教
育
部
に
よ
る
受
領
書
は
二
枚
作
ら
れ
︑
二
枚
と
も
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
所
員
の
楊
時
逢
が
受
け
取
っ
た
︒
檔
案
Ⅵ
と
併
せ

て
判
読
す
る
と
︑
楊
時
逢
は
附
注
の
あ
る
副
を
史
語
所
に
提
出
︒
史
語
所
は
そ
れ
を
フ
ァ
イ
ル
し
た
︒
そ
れ
が
こ
の
檔
案
Ⅴ
で
あ
る
︒
も

水
経
注
疏
訳
注

渭
水
篇

下

五
六



う
一
枚
の
正
は
楊
時
逢
が
商
務
印
書
館
に
郵
送
し
た
︒
そ
れ
を
受
け
取
っ
た
と
い
う
商
務
印
書
館
か
ら
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
宛

の
書
簡
が
檔
案
Ⅵ
で
あ
る
︒

檔
案
Ⅵ

︵
山
元
貴
尚
︶

︻
傅
斯
年
図
書
館
整
理
番
号
︼
Ⅰ
︱
一
〇
六
︿
檔
案
図
版
⑬
﹀

︻
原
文
︼︵
形
状
↓
商
務
印
書
館
啓
事
用
箋
縦
書
き
タ
イ
プ
印
刷
一
葉
︑
内
枠
罫
線
一
二
×
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
︑
八
行
︑
枠
外
右
上
に
﹁
總
字
第
三
〇
〇

號
﹂
と
あ
り
︑
枠
外
左
下
に
は
﹁
商
務
印
書
館

事
用
牋
﹂
と
あ
る
︶

謹
啓
者
頃
奉
︵

)
1

貴
所
楊
時
逢
︵

︶

先
生
六
月
七
日
函
藉
諗

2

貴
所
提
回
楊
守
敬
著
水
經
注
疏
手
稿
已
蒙

送
還
教
育
部
至
爲
欣
感
附
來
教
育
部
收
發
股
收
到
該
稿
收
據
一
紙
亦
已
照
收
︵

︶

存
卷
︵

︶

知

3

4

關

錦
注
︵

︶

敬
此
奉
覆
︵

︶

此
致

5

6

國
立
中
央
研
究
院

歷
史
語
言
研
究
所

傅
斯
年
図
書
館
所
蔵
﹃
水
経
注
疏
﹄
関
係
の
檔
案

池
田
・
多
田
・
石
黒
・
山
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七



三
十
六
年
六
月
十
二
日

商
務
印
書
館
股
份
有
限
公
司
謹
啓

︻
注
︼

︵

︶
﹁
頃
奉
﹂
：
尺
牘
用
語
で
あ
り
﹁
今
し
方
拝
受
し
ま
し
た
﹂
の
意
︒

1
︵

︶
楊
時
逢
：
檔
案
Ⅲ
注
︵

︶
参
照
︒

2

4

︵

︶
﹁
照
收
﹂
：
﹁
査
収
す
る
﹂
の
意
︒

3
︵

︶
﹁
存
卷
﹂
：
﹁
書
類
等
を
綴
じ
込
み
に
す
る
﹂
あ
る
い
は
﹁
フ
ァ
イ
ル
す
る
﹂
の
意
︒

4
︵

︶
﹁
知
関
錦
注
﹂
：
尺
牘
用
語
で
あ
り
︑
﹁
心
に
か
け
る
﹂
﹁
心
配
す
る
﹂
の
意
︒

5
︵

︶
﹁
奉
覆
﹂
：
尺
牘
用
語
で
あ
り
︑
﹁
ご
返
事
申
し
上
げ
ま
す
﹂
の
意
︒

6
︻
日
本
語
訳
︼

謹
ん
で
申
し
上
げ
ま
す
︒

貴
所
の
楊
時
逢
氏
よ
り
送
ら
れ
ま
し
た
六
月
七
日
付
け
の
書
簡
を
た
っ
た
い
ま
受
領
い
た
し
ま
し
た
︒

貴
所
が
︵
我
が
商
務
印
書
館
か
ら
︶
請
け
出
せ
る
楊
守
敬
著
﹃
水
経
注
疏
﹄
手
稿
は
︑
す
で
に
教
育
部
に
送
還
さ
れ
た
と
の
こ
と
︑
大
変

水
経
注
疏
訳
注

渭
水
篇

下

五
八



う
れ
し
く
思
い
ま
す
︒
同
封
の
教
育
部
受
領
発
送
係
の
︑
該
稿
領
収
の
受
領
証
一
通
も
査
収
の
上
︑
フ
ァ
イ
ル
致
し
ま
し
た
︒

御
高
配
に
対
し
︑
謹
ん
で
こ
こ
に
ご
返
事
申
し
上
げ
ま
す
︒
敬
具

国
立
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所

︵
民
国
︶
三
十
六
年
六
月
十
二
日

商
務
印
書
館
股
份
有
限
公
司
謹
白

︻
解
説
︼

檔
案
Ⅴ
の
解
説
で
述
べ
た
よ
う
に
︑
教
育
部
に
よ
る
受
領
証
は
正
・
副
二
通
作
成
さ
れ
︑
二
通
と
も
に
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
所

員
の
楊
時
逢
が
受
け
取
っ
た
︒
そ
の
後
︑
楊
時
逢
は
正
の
一
通
を
商
務
印
書
館
に
郵
送
し
た
︒
本
檔
案
Ⅵ
は
︑
商
務
印
書
館
が
︑
楊
時
逢
か

ら
の
郵
便
で
教
育
部
発
行
の
受
領
証
を
受
け
取
っ
た
こ
と
を
国
立
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
宛
に
返
信
し
た
も
の
で
あ
る
︒

檔
案
Ⅴ
お
よ
び
檔
案
Ⅵ
に
よ
る
と
︑
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
の
傅
斯
年
が
日
中
戦
争
時
期
に
楊
家
よ
り
入
手
し
た
﹃
水
経
注
疏
﹄

手
稿
が
︑
印
刷
の
た
め
に
商
務
印
書
館
に
一
時
預
け
ら
れ
て
い
た
︒
し
か
し
︑
中
華
民
国
三
十
六
︵
一
九
四
七
︶
年
に
な
っ
て
印
刷
・
出
版

と
り
や
め
と
な
り
︑
﹃
水
経
注
疏
﹄
手
稿
が
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
の
楊
時
逢
経
由
で
教
育
部
に
返
還
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も

の
で
あ
る
︒
﹃
水
経
注
疏
﹄
手
稿
を
入
手
す
る
際
︑
教
育
部
が
二
千
元
︑
中
央
研
究
院
が
一
千
元
を
供
出
し
た
が
︑
配
分
が
多
か
っ
た
教
育

部
管
理
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
︒

傅
斯
年
図
書
館
所
蔵
﹃
水
経
注
疏
﹄
関
係
の
檔
案

池
田
・
多
田
・
石
黒
・
山
元

五
九



檔
案
Ⅶ

︵
池
田
雄
一
︶

︻
傅
斯
年
図
書
館
整
理
番
号
︼
Ι
︱
一
〇
八
︿
檔
案
図
版
⑭
﹀

︻
原
文
︼
︵
形
状
↓
一
葉
︶

楊
守
敬
熊
会
貞
水
経
注
稿

︻
解
説
︼

表
題
﹁
楊
守
敬
熊
会
貞
水
経
注
稿
﹂
が
毛
筆
書
き
さ
れ
て
い
る
︒
﹁
疏
﹂
字
は
な
い
︒
﹃
楊
熊
合
撰
水
経
注
疏
﹄
稿
本
縮
小
両
面
影
印
や

﹃
水
経
注
疏
巻
一
﹄
第
一
頁
活
字
組
版
を
送
付
す
る
際
に
︑
資
料
内
容
を
表
示
す
る
た
め
の
表
紙
と
し
て
添
付
さ
れ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
︒

檔
案
Ⅷ

︵
池
田
雄
一
︶

︻
傅
斯
年
図
書
館
整
理
番
号
︼
Ι
︱
七
五
一
︿
檔
案
図
版
⑮
﹀

︻
原
文
︼
︵
形
状
↓
二
葉
︑
二
十
四
頁
表
裏
・
四
十
三
頁
表
裏
の
四
頁
分
︶

︵
﹃
楊
熊
合
撰
水
経
注
疏
﹄
稿
本
縮
小
両
面
影
印
︶

︻
解
説
︼

一
九
七
一
年
に
台
湾
中
華
書
局
か
ら
刊
行
さ
れ
た
﹃
楊
熊
合
撰
水
経
注
疏
﹄
の
﹁
巻
一
河
水
﹂
二
十
四
頁
表
裏
二
頁
・
四
十
三
頁
表
裏
二

頁
に
該
当
す
る
︒
紙
質
は
淡
い
ブ
ラ
ウ
ン
系
︵
キ
ャ
メ
ル
色
︶
で
︑
外
形
一
二
×
一
七
･
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
︑
内
枠
罫
線
八
×
一
二
･
五
セ

水
経
注
疏
訳
注

渭
水
篇

下

六
〇



ン
チ
メ
ー
ト
ル
︵
台
湾
中
華
書
局
刊
﹃
楊
熊
合
撰
水
経
注
疏
﹄
は
︑
外
形
一
四
･
五
×
二
一
･
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
︑
内
枠
罫
線
一
〇
×
一
四
･
五
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
︶
の
版
面
︒
薄
い
紙
質
で
︑
角
は
摩
滅
し
て
薄
く
な
っ
て
い
る
︒

こ
の
縮
小
さ
れ
た
四
頁
分
の
﹃
水
経
注
疏
﹄
稿
本
の
影
印
は
︑
国
家
図
書
館
善
本
室
に
所
蔵
さ
れ
る
﹃
水
経
注
疏
﹄
稿
本
の
影
印
で
あ
り
︑

台
湾
中
華
書
局
刊
の
影
印
本
と
同
様
で
あ
る
︒
た
だ
二
十
四
頁
表
は
︑
枠
外
上
部
に
傅
斯
年
図
書
館
所
蔵
の
影
印
で
は
七
行
の
書
き
込
み

が
あ
り
︑
縦
の
墨
筆
で
全
て
抹
消
さ
れ
て
い
る
が
︵
図
版
⑮
-

︶
︑
台
湾
中
華
書
局
本
で
は
こ
の
部
分
が
削
除
さ
れ
て
い
る
︒
枠
外
下
部
に

1

あ
る
書
き
込
み
の
後
か
ら
四
行
分
は
︑
台
湾
中
華
書
局
本
で
は
縦
の
墨
線
で
抹
消
さ
れ
て
い
る
が
︑
傅
斯
年
図
書
館
所
蔵
の
影
印
で
は
抹
消

さ
れ
て
い
な
い
︒
枠
内
で
は
︑
三
行
目
の
割
り
注
に
あ
る
﹁
守
敬
﹂
が
傅
斯
年
図
書
館
所
蔵
の
影
印
で
は
小
さ
な
紙
片
を
貼
っ
て
そ
の
紙
片

に
﹁
守
敬
﹂
と
墨
書
し
回
復
さ
れ
︑﹁
子
奎
﹂
は
墨
点
で
抹
消
さ
れ
て
い
る
が
︑
台
湾
中
華
書
局
本
で
は
︑﹁
守
敬
﹂
が
縦
の
墨
線
で
抹
消
さ

れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
︒
こ
れ
は
傅
斯
年
図
書
館
所
蔵
の
影
印
段
階
で
終
了
し
て
い
た
﹁
守
敬
﹂
を
復
活
さ
せ
た
作
業
が
︑
時
間
の
経
過

で
貼
付
し
た
紙
片
が
剥
離
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
︒
二
十
四
頁
裏
は
︑
枠
外
上
部
に
台
湾
中
華
書
局
本
で
は
︑
三
行
の
書
き
込
み
が
確
認
で

き
る
が
︑
傅
斯
年
図
書
館
所
蔵
の
影
印
で
は
︑
三
行
の
前
に
さ
ら
に
四
行
の
書
き
込
み
が
あ
り
︑
こ
の
四
行
と
そ
れ
に
続
く
﹁
朱
懸
字
﹂
と

が
縦
の
墨
線
で
抹
消
さ
れ
て
い
る
︒
四
十
三
頁
表
は
︑
枠
外
上
部
の
書
き
込
み
の
二
行
目
と
三
行
目
と
の
間
に
︑
台
湾
中
華
書
局
本
で
は
不

鮮
明
で
あ
る
が
校
勘
の
た
め
の
追
記
︵
追
記
の
最
後
は
﹁
緯
﹂
字
と
も
見
え
傅
緯
平
の
校
勘
か
︶
が
行
わ
れ
て
い
る
が
︑
傅
斯
年
図
書
館
所
蔵
の
影

印
で
は
確
認
で
き
な
い
︒
四
十
三
頁
裏
は
︑
台
湾
中
華
書
局
本
の
枠
外
上
部
に
あ
る
二
行
の
傅
緯
平
に
よ
る
校
勘
が
傅
斯
年
図
書
館
所
蔵

の
影
印
で
は
確
認
で
き
な
い
︒
ま
た
傅
斯
年
図
書
館
所
蔵
の
影
印
で
は
枠
外
下
部
に
墨
点
で
抹
消
さ
れ
た
七
行
の
書
き
込
み
が
あ
る
が
︑

傅
斯
年
図
書
館
所
蔵
﹃
水
経
注
疏
﹄
関
係
の
檔
案

池
田
・
多
田
・
石
黒
・
山
元

六
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台
湾
中
華
書
局
本
で
は
︑
こ
の
部
分
が
確
認
で
き
な
い
︒
枠
内
で
は
︑
後
か
ら
二
行
目
割
り
注
の
最
初
に
追
記
さ
れ
る
﹁
子
奎
﹂
が
︑
台
湾

中
華
書
局
本
で
は
縦
の
墨
線
で
抹
消
さ
れ
て
い
る
が
︑
傅
斯
年
図
書
館
所
蔵
の
影
印
で
は
抹
消
さ
れ
て
い
な
い
︒
た
だ
後
か
ら
一
行
目
下

部
割
り
注
の
﹁
守
敬
﹂
は
︑
台
湾
中
華
書
局
本
と
傅
斯
年
図
書
館
所
蔵
の
影
印
共
に
紙
片
が
貼
ら
れ
回
復
さ
れ
て
い
る
︒
﹁
子
奎
﹂
の
二
字

も
︑
墨
点
で
抹
消
さ
れ
て
い
る
︒
台
湾
中
華
書
局
本
で
は
︑
﹁
子
奎
﹂
を
抹
消
し
た
墨
点
が
確
認
し
難
い
が
︑
抹
消
に
用
い
た
墨
点
が
︑
朱

墨
を
用
い
て
い
る
た
め
に
︑
台
湾
中
華
書
局
本
で
は
影
印
の
際
に
朱
墨
が
薄
く
確
認
し
難
く
な
っ
て
い
る
︒
こ
の
点
は
先
の
二
十
四
頁
表

三
行
割
り
注
や
四
十
三
頁
表
枠
外
上
部
の
書
き
込
み
三
行
目
に
追
記
さ
れ
た
﹁
子
奎
﹂
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
︒

国
家
図
書
館
善
本
室
の
稿
本
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
は
︑
合
冊
し
た
部
分
と
一
枚
一
枚
に
分
離
し
た
部
分
と
が
あ
り
︑
分
離
し
た
部
分
に

は
︑
綴
じ
跡
の
穴
が
確
認
で
き
る
︒
傅
斯
年
図
書
館
所
蔵
の
影
印
で
は
︑
こ
の
綴
じ
跡
の
穴
が
確
認
で
き
な
い
︒
稿
本
が
何
時
の
時
点
で
綴

じ
ら
れ
た
か
不
明
で
あ
る
が
︑
熊
会
貞
が
作
業
を
し
て
い
た
稿
本
は
︑
作
業
上
の
便
宜
を
考
え
れ
ば
︑
綴
じ
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
︒
稿
本
が
今
日
の
よ
う
に
綴
じ
ら
れ
た
の
は
︑
楊
家
か
ら
出
た
後
の
可
能
性
が
大
き
く
︑
傅
斯
年
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
影
印
の
段
階

で
は
︑
未
だ
稿
本
が
綴
じ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
︒

傅
斯
年
図
書
館
所
蔵
の
影
印
は
︑
商
務
印
書
館
で
﹃
水
経
注
疏
﹄
稿
本
の
校
勘
に
当
た
っ
た
傅
緯
平
が
︑
未
だ
校
勘
作
業
を
行
っ
て
い
な

い
段
階
の
も
の
で
あ
る
こ
と
も
︑
傅
斯
年
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
稿
本
の
影
印
が
行
わ
れ
た
時
期
を
暗
示
す
る
︒
李
子
魁
の
別
名
﹁
子
奎
﹂

へ
の
対
応
も
︑
傅
斯
年
図
書
館
所
蔵
の
影
印
で
は
︑
抹
消
作
業
の
進
行
が
台
湾
中
華
書
局
本
と
は
異
な
る
︒

傅
斯
年
図
書
館
所
蔵
の
影
印
は
︑
比
較
的
文
中
の
増
補
や
削
除
が
多
い
部
分
が
選
ば
れ
て
い
る
︒
こ
の
こ
と
か
ら
傅
斯
年
図
書
館
所
蔵

水
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の
影
印
は
︑
商
務
印
書
館
が
︑
作
業
の
困
難
さ
を
例
示
し
︑
作
業
方
針
を
確
認
す
る
た
め
に
︑
編
集
作
業
の
比
較
的
初
期
の
段
階
で
︑
傅
斯

年
に
送
付
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒

﹃
水
経
注
疏
﹄
稿
本
は
︑
商
務
印
書
館
に
入
稿
さ
れ
た
後
︑
李
子
魁
︵
子
奎
︶
名
の
追
記
や
枠
外
の
不
要
な
書
き
込
み
を
削
除
し
た
り
︑
李

子
魁
が
抹
消
し
た
﹁
守
敬
﹂
・
﹁
會
貞
﹂
を
小
さ
な
紙
片
を
貼
っ
て
書
き
加
え
熊
会
貞
最
終
稿
へ
の
回
復
に
努
め
た
り
︑
﹃
疏
﹄
文
の
字
句
の

校
勘
を
行
っ
た
り
︑
朱
筆
の
た
め
影
印
で
不
鮮
明
と
な
る
﹁
提
行
﹂
や
﹁
レ
﹂
点
を
墨
筆
で
そ
の
上
に
書
き
直
し
た
り
し
て
い
る
︒

﹁
子
奎
﹂
を
抹
消
し
た
朱
墨
と
組
版
上
の
指
示
で
あ
る
﹁
提
行
﹂
や
﹁
レ
﹂
の
朱
墨
と
は
朱
墨
の
色
が
異
な
っ
て
お
り
︑
校
勘
を
始
め
作

業
は
分
担
し
て
行
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
︒
こ
れ
ら
の
作
業
の
内
︑
李
子
魁
へ
の
対
応
は
︑
楊
家
の
了
承
を
得
た
傅
斯
年
の
指
示
で
商
務

印
書
館
が
行
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒
い
ず
れ
に
し
て
も
台
湾
中
華
書
局
本
は
︑
楊
家
か
ら
傅
斯
年
に
渡
っ
た
ま
ま
の
影
印
で
は
な
い
︒

檔
案
Ⅸ

︵
池
田
雄
一
︶

︻
傅
斯
年
図
書
館
整
理
番
号
︼
Ι
︱
七
五
〇
︿
檔
案
図
版
⑯
﹀

︻
原
文
︼
︵
形
状
↓
活
字
組
見
本
一
葉
︶

︵
﹃
水
経
注
疏
巻
一
﹄
第
一
頁
︶

︻
解
説
︼

活
字
の
組
み
版
で
︑﹁
水
経
注
疏
巻
一
︵
改
行
︶

後
魏
酈
道
元
撰

宜
都
楊
守
敬
纂
修

門
人
枝
江
熊
会
貞
參
疏
︵
改
行
︶

河
水
一
…
…

傅
斯
年
図
書
館
所
蔵
﹃
水
経
注
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﹄
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︵
改
行
︶
﹂
で
始
ま
る
︒
そ
の
後
︵
三
行
後
︶
の
本
文
は
︑
八
行
で
︑
楊
守
敬
と
熊
会
貞
と
の
疏
文
は
二
行
の
割
り
注
︒
版
面
は
一
五
×
二
二
･

五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
︒
右
下
に
﹁
鄭
天
挺
﹂
の
手
書
が
あ
る
︒
組
み
版
の
内
容
は
︑
﹃
水
経
注
疏
﹄
稿
本
で
の
頭
注
の
増
補
や
文
中
の
削
除

を
忠
実
に
反
映
し
て
い
て
︑
稿
本
の
三
頁
六
行
ま
で
に
該
当
す
る
︒
商
務
印
書
館
で
の
組
見
本
と
思
わ
れ
る
︒
右
下
に
手
書
さ
れ
る
﹁
鄭
天

挺
﹂
の
記
名
は
︑
鄭
天
挺
が
︑
こ
の
活
字
組
版
を
確
認
し
た
こ
と
を
明
示
す
る
意
味
で
︑
サ
イ
ン
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒

鄭
天
挺
は
︑
一
八
九
九
年
八
月
九
日
に
北
京
で
生
ま
れ
︑
名
は
慶
甡
︑
字
は
毅
生
︒
大
学
入
学
後
︑
天
挺
と
改
め
た
︒
一
九
二
〇
年
に
北

京
大
学
国
文
系
を
卒
業
︒
一
九
二
一
年
に
北
京
大
学
研
究
所
国
学
門
研
究
生
︒
一
九
二
四
年
一
月
一
九
日
に
胡
適
･
梁
啓
超
･
朱
希
祖
等
と

安
�
会
館
で
開
か
れ
た
﹁
戴
東
原
二
百
年
紀
念
会
﹂
に
参
加
し
︑
朱
希
祖
が
﹁
戴
之
︽
水
経
注
︾
并
非
襲
自
趙
一
清
﹂
︵
戴
震
の
水
経
注
は
趙

一
清
の
踏
襲
に
非
ず
︶
を
論
じ
た
︒
同
年
秋
に
北
京
大
学
予
科
講
師
と
な
り
人
文
地
理
と
国
文
を
担
当
︒
鄭
天
挺
は
︑
後
明
清
史
の
研
究
者

と
し
て
著
名
で
あ
る
が
︑
ま
た
歴
史
地
理
に
も
関
心
を
持
っ
て
い
た
︒
一
九
三
七
年
一
一
月
に
北
京
大
学
･
清
華
大
学
･
南
開
大
学
が
長
沙

で
国
立
長
沙
臨
時
大
学
を
開
校
︒
翌
年
三
月
に
昆
明
に
遷
り
国
立
西
南
聯
合
大
学
と
改
称
︒
一
九
三
九
年
五
月
に
北
京
大
学
文
科
研
究
所

が
再
興
さ
れ
傅
斯
年
が
主
任
と
な
っ
た
が
︑
傅
斯
年
は
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
所
長
と
し
て
多
忙
で
あ
っ
た
た
め
鄭
天
挺
が
副
主

任
と
な
り
学
生
の
指
導
に
当
た
っ
た
︒
一
九
四
五
年
八
月
に
教
育
部
の
命
で
北
平
の
北
京
大
学
を
接
収
し
︑
九
月
に
胡
適
が
学
長
︑
傅
斯
年

が
代
理
学
長
と
な
る
︒
翌
年
七
月
に
鄭
天
挺
が
北
京
大
学
秘
書
長
と
な
る
︒
一
九
五
二
年
九
月
に
南
開
大
学
歴
史
系
に
移
動
︒
一
九
八
一

年
一
二
月
二
〇
日
に
病
死
す
る
︒
享
年
八
三
歳
︵
鄭
天
挺
遺
稿
﹁
南
遷
歳
月
︱
我
在
聯
大
的
八
年
﹂・
鄭
嗣
仁
﹁
鄭
天
挺
教
授
大
事
記
﹂﹃
鄭
天
挺
先
生

百
年
誕
辰
紀
念
文
集
﹄
中
華
書
局
︑
二
〇
〇
〇
︶
︒
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訳
注
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傅
斯
年
が
︑
楊
家
か
ら
﹃
水
経
注
疏
﹄
稿
本
を
入
手
し
た
の
は
︑
一
九
三
八
年
七
月
末
で
︑
そ
の
直
後
に
稿
本
は
商
務
印
書
館
に
入
稿
さ

れ
た
と
思
わ
れ
る
︒
鄭
天
挺
が
傅
斯
年
と
北
京
大
学
文
科
研
究
所
で
︑
主
任
︑
副
主
任
と
の
関
係
で
日
常
的
に
接
触
す
る
こ
と
に
な
っ
た
一

九
三
九
年
五
月
は
︑
商
務
印
書
館
へ
の
稿
本
入
稿
か
ら
一
年
も
経
っ
て
い
な
い
︒
以
降
︑
鄭
天
挺
は
昆
明
の
地
で
傅
斯
年
を
助
け
仕
事
を
共

に
す
る
こ
と
に
な
る
が
︑
こ
の
傅
斯
年
と
鄭
天
挺
と
が
接
触
を
密
に
し
た
時
期
は
︑
商
務
印
書
館
で
の
楊
守
敬
･
熊
会
貞
﹃
水
経
注
疏
﹄
の

編
集
作
業
が
本
格
化
し
始
め
た
時
期
と
一
致
し
た
と
思
わ
れ
る
︒
こ
の
間
に
あ
っ
て
︑
歴
史
地
理
に
も
関
心
を
持
っ
て
い
た
鄭
天
挺
に
︑
商

務
印
書
館
か
ら
届
い
た
﹃
水
経
注
疏
巻
一
﹄
第
一
頁
の
活
字
組
見
本
を
︑
傅
斯
年
が
手
渡
し
︑
意
見
を
徴
し
た
と
し
て
も
当
然
で
あ
る
︒

傅
斯
年
図
書
館
所
蔵
﹃
水
経
注
疏
﹄
関
係
の
檔
案
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